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第一章












　梅雨の時期の真っただ中、青空の天気に恵まれた大安吉日の今日、わたし、宮前みやまえ咲乃さきのは親友の竹之内たけのうち真優まゆと世界中に展開しているコーヒーショップのＣＥＯ東山ひがしやま尚樹なおきさんの結婚式に出席していた。

　女子大学卒業後、親が決めた男性との政略結婚が嫌で家を出た真優は、幼い頃から好きだった尚樹さんと偶然再会し、想いを通わせ、晴れの日を迎えた。

　挙式前、真優に会いに花嫁の控室を訪れた。そこではちきれんばかりの笑みで彼女は妊娠したことを報告してくれた。

　大事な親友の結婚、妊娠で、わたしは心から嬉しかった。






　尚樹さんの友人たちにキスをはやし立てられているふたり。

　真優は真っ赤になって恥ずかしそうだけど、尚樹さんはそんな素振りも見せずにリクエストに応えて甘いキスを出席者に見せつける。

「ね、咲乃。真優の旦那さまの友人たちって、みんな素敵じゃない？」

　隣に座る大学時代の友人、荒川あらかわゆかりがデザートを食べようとしていたわたしの腕をグイッと引く。

「そうかな？　よく見ていないから……」

「やだ！　咲乃ったら、よく見てよ。レベルが高いんだから」

　仕方なく、主役のふたりの近くで盛り上がっている彼らへ視線を向ける。彼らはとても楽しそうだった。身長が高いことだけはわかる。

「まあ、そうかもね……」

　尚樹さんの友人たちに興味がないから、無難に応えて、食べる途中だった目の前のデザートに向き直る。

「思い出した！　咲乃は前から男性に見向きもしなかったよね。あ、でも今は彼氏がいるとか？」

　そう言って、ゆかりは明るいブラウンの巻き髪に指を絡める。

　オーガンジーのパーティードレスはレモンイエローで、Ａラインのスカートは膝上五センチほど。彼女の可愛らしい雰囲気によく似合っている。

　わたしのロイヤルブルーのシンプルなパンツスーツとは違って、女の子らしさ全開だ。

　真優の他の友達も髪をハーフアップにしたり、緩くアップにしたりしており、明るい色のパーティードレスでおしゃれしている。

　わたしといえば、肩までのまっすぐな黒髪は、飾りなどつけもせずそのままだ。真優の結婚式なので、パールとダイヤのアクセサリーをつけて少しは華やかに見せようと、身なりには気をつけたつもりだけど。

「仕事が忙しかったから。彼氏はいないわ」

　わたしは大学四年のときに服飾関係のネットショップを起ち上げた。

　大学在学中は起業する準備と勉強で忙しく、旅行や真優以外の友達とあまり遊んだ記憶がない。だからといって、恋人がいなかったのにはわけがある。今も彼氏は欲しくないし、一生独身でもいいと思っている。

　再び真優と尚樹さんをはやし立てる声がひときわ大きくなった。

「あ！　またキスしているわ！　もう当てられっぱなし」

　主役のふたりは皆に祝福されて幸せそうだった。ううん、間違いなく幸せだろう。

　真優のこぼれんばかりの笑顔に、わたしの顔にも自然と笑みが浮かぶ。

　ふと視線を感じて横を向いた瞬間、隣のテーブルに座る男性と目が合った。そして美麗な顔がわたしに向かってにっこり微笑む。それに微笑みだけじゃなくて、手を振っている。

　予期せぬイケメンの行動に、ビクッと肩が跳ねる。

　なんなの？　軽そうな男……。

　イケメンに笑みを返すことなく困惑しながら急いで視線を新郎新婦に戻すわたしだ。

　あそこは新郎側の招待客のテーブル。他の人たちは席を立って新郎新婦を冷やかしているのに。

「――が楽しみね！」

「えっ？」

　ほんの束の間、イケメンに気を取られ、ゆかりの言葉を聞き逃してしまった。

「二次会が楽しみって言ったの。あの人たちと知り合いになりたいわ」

「ゆかりなら知り合いになれるよ」

　わたしは曖昧に答える。

「ねっ、話しかけるとき、一緒にいてくれない？」

「あ……ごめん。仕事があるから二次会には参加しないの」

「そうなのっ？　土曜日なのに仕事なの？」

　ゆかりは驚いたように目を見張る。

「うちは年中無休だから」

　ネットショップの世界は土日もない。オーダーが入ればすぐに動く。それがモットーのわが社はお客さまの満足度も高く、順調だ。

　渋谷のマンションに住む自宅の隣にもう一部屋借りて、オフィスとして使っており、スタッフは現在わたしを入れて女子四名。まあまあ広い部屋だけど、商品を置く場所がなくなってきており、移転先を探している。

「そっか～残念。イケメンの恋人ができるチャンスなのに。特にあの人、めちゃくちゃカッコよくない？」

　ゆかりは隣のテーブルをこそっと指さす。仕方なく何気ない素振りで、指の示す方向を見る。ゆかりが気になった人は、先ほど目が合った男性だった。今彼は赤ワインを飲みながら、主役のふたりに視線を向けていた。

　確かに群を抜いてカッコいい人だ。染めているのか、色素が薄いのか、色はライトブラウンで、柔らかそうで毛先を遊ばせている髪型だ。

　容姿からして浅薄そうな男。

「まあ……いいかもね」

　目と目が合って、まったく知らないわたしににっこりして手を振るくらいだから、女性の扱いはお手の物かもしれない。ゆかりのように出会いを求めていたりするのかも。いや、もう結婚をしている可能性もある。

　でも彼がフリーでも、既婚者でも、わたしは興味ない。

「いいかもねって、極上の男じゃない」

　わたしの返答にゆかりは顔を顰めてみせた。そんな彼女にわたしは合わせる。

「二次会で頑張って！　あ、でも結婚しているかもしれないよ？」

「ううん。あのテーブルに座っている人たちは結婚していないって真優から聞いているの。彼を捕まえられたら報告するわ」

　前もってリサーチしているゆかりの素早い行動に舌を巻いてしまったわたしだった。






　披露宴が終わり、挨拶に忙しい真優と尚樹さんに会釈して地下駐車場へ向かう。近いうち夕食に招かれているので、そのときに話をすればいい。

　エレベーターに乗り込み、右手に持っている引き出物を左手に持ち替え、ショルダーバッグからスマホを取り出す。

　母からメールが一通入っていた。メールを開いてみると、今夜一緒に食事ができないかの誘い。建築家として有名な父が、出張先のバリ島から帰国したとのこと。

　父に半年以上会っていなかった。

　エレベーターが地下駐車場に着き、停めてある愛車に向かいながら母に電話する。

　母は数回の呼び出し音で出た。

『咲乃ちゃん、メールは見た？』

「うん。何時にどこへ行けばいい？」

　今は十五時を過ぎたところだ。

『あなたのマンションから近いところにしたわ。青山の田中シェフのお店に二十時に』

「わかったわ。じゃ」

　電話を切ったとき、ちょうどわたしの愛車、赤いフィアットの前に到着し、リモコンでドアを解除して乗り込む。

　十八歳で運転免許証を取得し、父からプレゼントされた車だ。五年以上乗っている愛着のある車で、当分買い替えは考えていない。都内を走るのに、これくらいの大きさがちょうどよくお気に入りだ。






　青山の一等地にあるビルの五階に、両親が贔屓にしている田中シェフのフレンチレストラン『ア・ラ・ボンヌ・タナカ』がある。

　披露宴から戻ったあと、事務処理をしてゆっくりバスタブに浸かり、ライトグレーのシンプルなパンツスーツを着て、愛車でレストランへ向かった。

　披露宴では少し華やかな刺繍とレースが施されているロイヤルブルーのパンツスーツだったけれど、今着ているものはそれらがないシンプルなもの。

　可愛い服が好きな母は、きっとこのスタイルを気に入らないはず。でも、こんな感じがわたしのスタイルで、変えようとも思わない。だから、母の小言は毎回聞き流している。

　いい加減可愛い服を着てほしい願望はあきらめてくれればいいのにと思う。






　車を停めて鍵をクラッチバッグにしまいながら大通りに出る。目的のビルに入り、エレベーターに乗り込み五階へ向かった。

　二十歳の誕生日に父からもらった腕時計に視線を落とす。遅刻を嫌う両親に嫌な顔をされない五分前。両親はすでに到着しているはず。

　思った通り、支配人にテーブルに案内されると、両親はシャンパンを飲んで寛いでいた。

「お父さん、お母さん、久しぶり」

　支配人に引かれた椅子に腰を下ろす前に、挨拶する。

　もうすぐ五十五歳になる母は若々しく、職業はインテリアデザイナー。仕事がないときは父の出張先へ出向くほど仲がいい。父は母より七歳年上だ。

「咲乃ちゃんったら、そんな男の子みたいな服装で……」

　案の定、母はわたしのパンツスーツに顔を顰める。

「まあいいじゃないか。パーティーじゃないんだし。家族だけの食事だ。冷たい物でも飲みなさい」

　父はお酒を飲めないわたしのためにノンアルコールの葡萄ジュースを頼んでおいてくれていた。ピッチャーからわたしのグラスに注いでくれる。お酒が飲めないのではなく、飲まないのだけど。

「お父さん、お仕事は順調？」

　グラスを持って小さくかかげてから口にする。梅雨の晴れ間の暑さには氷たっぷりの葡萄ジュースが美味しく感じられる。

「ああ。リゾートのオープンは年末になる。遊びに行くといい。部屋を取ってあげよう」

　バリ島の新しいリゾートに建てるホテルを父が手がけ、頻繁に現地に滞在していた。

「のんびり海が見たいな。楽しみにしてるね」

　そこへ前菜のアワビの肝のテリーヌとホタテのソテーが運ばれてきた。

「あ、今日は真優の結婚式だったの」

　一番仲がいい真優のことは両親も知っている。一緒に食事も何度かしている。

「そうだったの？　結婚式はどうだった？　竹之内さんのところだから、もちろん豪華だったわよね？」

「どうだったって、真優は綺麗だったし、旦那さまも素敵な人よ。社会的地位のある人だから豪華な結婚式だったわ」

「二次会はなかったの？」

　そう聞かれて真優のことを話さなければよかったと後悔する。

「仕事が少し残っていたから行かなかったの。それに二次会へ行っていたらお父さんたちに会えなかったわ」

　すぐにやらなくてはならない仕事ではなかったけれど、それを理由にして少しでも母に納得してもらいたかった。

　でも――。

「まあ！　二次会へはぜひ行かなきゃダメよ。そこで男性に出会えるかもしれないじゃない。わたしたちにはいつでも会えるのに」

　わたしの考えとは裏腹にそうはいかず、ゆかりみたいなことを言う。

「別に出会いを求めていないから……」

　脳裏にあのイケメンの顔が思い浮かぶ。

「そんなこと言わないで。咲乃ちゃん、お見合いしてみない？　結婚したくなったんじゃないの？」

　母は身を乗り出して、わたしの反応を確かめるように目を見つめてくる。

「別に結婚なんてしたくないわ。お見合いもしたくないし」

　父は久しぶりの田中シェフの料理を口に運び堪能し、わたしたちの会話は耳だけ傾けている状態。

「結婚したくないだなんて。どうしてそう思うの？　咲乃ちゃんは綺麗で自慢の娘なの。彼氏がいないのなら、お見合いしてみなさいな」

「典子のりこ、咲乃はまだ二十四歳だ。仕事も順調なのだから、まだ数年はいいんじゃないか？」

「あなたったら、事務所にいい人がいるって言っていたじゃない」

「そう急がなくてもいいだろう」

　父は苛立ちを見せる母をなだめる。

「お父さん、ありがとう。お母さん、今は仕事が楽しいの」

　もうこの話は終わりとばかりに、前菜のホタテのソテーを口にする。

　わたしが結婚したくないのには理由がある。

　中学二年生のとき、文化祭の準備で帰宅が遅くなったことが発端。いつもの帰宅より遅い二十一時過ぎ、わたしは家路を急いでいた。

　最寄り駅から人通りのない道を歩いており、もうすぐ自宅というところで、スーツを着た男に背後から抱きつかれて、服の上から胸を触られた。やって来る人の気配にその男は逃げたけれど、そのことが原因で今も男性を避けている。

　服の上からでも触れられた自分がひどく汚れた気がしたのだ。このことは両親にも、友人にも、親友の真優にさえ言っていなかった。

　あれから十年が経ち、普通に男性と話はできるが、触れられるのはダメだった。いまだに男性の手が苦手で触れると恐怖心が湧き上がり、呼吸が苦しくなる。

　電車やバスを避け、タクシーに乗る場合は女性のドライバーを呼んでいる。一番楽な方法は自分で運転することだ。

　コンソメスープ、オマール海老のムースソース仕立て、メインの牛ヒレ肉の岩塩入りパイ包みなどが次から次へと出され、デザートになった。

　その間、久しぶりの家族団らんではあったが、わたしは両親の会話に相づちを打つくらいしかしなかった。

　わたしは母の望み通りの将来は無理。

　このトラウマがなくならない限り……。






　月曜日の早朝、隣の仕事場へ行きパソコンのスイッチを入れてから、コーヒーメーカーに粉と水をセットして落ちるのを待つ。

　スタッフが来るのは九時。あと二時間ある。自宅でもっとゆっくりしていればいいのにと思うのだけど、目が覚めて支度を終えると隣の職場へ来てしまう。要は仕事が好きなのだ。昨日の日曜日も仕事をしていた。

　ハワイアンジュエリーも品数を増やしたいな。

　香ばしい香りと共にコーヒーがポットに落ちていくのを見ながら、考えることは仕事のことだ。

「バリ島のアクセサリーも素敵よね……これから夏にぴったりだし」

　どこか卸先を当たるか……一番なのは現地に赴いて仕入れることだけど……。ハワイアンジュエリーはいつも仕入れている会社に相談するとして、バリへ行ってこようか。

　わたしが海外へ行くときは、念には念を入れて現地手配をする。ドライバーや通訳はもちろん女性だ。

　コーヒーをカップになみなみと注いで自分のデスクに戻る。

「早くしないと一番売れる時期を逃しちゃうし……」

　夏が終わればアジアンアクセサリーの売り上げはとたんに落ちる。

　とりあえず念頭に置いて、土日の注文の確認を始めた。






　お昼過ぎ、オフィスを探してもらっている児島こじま不動産の児島社長からスマホに電話をもらう。児島社長は六十代の女性でバリバリ仕事をしており、尊敬している人。数回食事をしている。母より気が合い、勉強になる。

『咲乃ちゃん、いい物件をお近くで見つけたわ。どうする？』

　場所を聞けば、ここから歩いて十分のところの雑居ビルだそう。

「はい。よろしければお伺いしたいと思います。本日でもいいですか？」

『わたしは大丈夫よ。お時間は？』

「十五時でいいですか？」

　十六時三十分に六本木の取引先へ伺う予定になっている。ハワイアンジュエリーの仕入れ先マリエ・ジュエリーへ。

　内見は十五時の約束で、児島社長と現地で待ち合わせをすることになった。

　椅子の背もたれに身体を預けて、大きく息を吐く。オフィスが決まったら、品数を増やして、求人を出そう。

















第二章












　物件を内見し、その後取引先へ出向き、足取りも重くオフィスへ帰ってきた。時刻は十八時を回ったところ。

「ただいま……」

「お疲れさまです！　どうしたんですかっ？　顔色が悪いですよ？　もしかして……？」

　わたしの右腕、北川きたがわ彩菜あやなさんが顔をじっと見つめてくる。

　アパレルメーカーで働いていたことがある二十八歳の頼れる姉貴分の彩菜さんにはトラウマの話はしてあった。仕事上、困ることもあると考えて。

　商談のとき、あらかじめ先方が男性だとわかった場合は、彼女に行ってもらうこともあった。

「他のふたりは隣の部屋で出荷作業中です」

　だから話をしても大丈夫と言ってくれているのだろう。

「その、もしかして……なの。マリエ・ジュエリーでやっちゃった」

　自分の席に行く前に、ため息を吐きながらコーヒーをカップに淹れる。

　彩菜さんの席は椅子をクルッと回せばわたしのデスクの前になる。

　彼女は小首を傾げた。

「あそこは女性の社長ですよね？」

　マリエ・ジュエリーの社長はハワイの日系人マリエ小田おだという四十代の女性で、商談のときは彼女としている。

　今日はわたしが到着する十分前に急用が入ったとかで、副社長の三十代の男性に代わってしまった。

　テーブルを挟んで話す分には問題なかった。商談が終わり、応接室を出ようとしてもう一度頭を下げたとき、「ちょっと失礼します――」と言って、突然副社長の手が伸びてきた。驚いたわたしは叫びながら副社長を突き飛ばした。

　不意打ちのせいか、火事場のバカ力が出てしまったのか、副社長はのけぞりソファの背に脚がぶつかって頭から後ろに倒れた。

　ローテーブルに頭をぶつけた音が「ゴツッ」とした。

　わたしの叫び声を聞きつけたスタッフは急いで駆けつけ、そこでソファから起き上がろうとしている副社長を目にした。

　身体を起こして立ち上がった副社長は後頭部を擦りながら顔を真っ赤にして説明をするも、不快な思いを隠そうとはせず、かなりご立腹。

　副社長はわたしの肩についていた糸くずを取ろうとしてくれていただけだった。

　わたしは行き過ぎた行動だったことが恥ずかしいのもあったが、トラウマが蘇りショックを受けていて身体が震えていた。

　普段の冷静なわたしはどこかへ行ってしまって、副社長にしどろもどろで謝り、逃げるようにマリエ・ジュエリー社をあとにした。

　ビルの地下駐車場に停めた車の中で、身体の震えが止まるまでしばらく動けなかった。

「マリエ社長に急用ができてしまったのは想定外でしたね」

　彩菜さんの言葉に頷きながら、重いため息が出る。

「かなり怒っていたから、取引停止になってしまうかも……」

「謝ったのだから、許さないなんて大人げないわ。きっと大丈夫ですよ」

　彩菜さんはそう言うが、大事な取引先を失うかもしれないと、落ち込んでいる。

　マリエ社長に突き飛ばしてしまった理由を話すしかないのかも。

「顔色が悪いので、今日はもう上がって休んでください」

「……書類を整理したら休みますね」

「あ！　オフィスの物件はいかがでした？」

　自分のデスクに戻ろうとした彩菜さんはもう一度振り返る。

　わたしは力なく首を左右に振った。

「隣のビルがギリギリに建っていて日当たりが悪かったの。商品に日が当たるのは困るけど、暗いのもね……気持ちよく仕事したいし」

　コーヒーの入ったカップを口元まで持ってきて止める。胃に入れたら吐き気をもよおしそうだった。






　自分の部屋に戻ってから、なにもする気が起きずにベッドに横になった。いつの間にか眠ってしまい、目が覚めたのは二十三時を過ぎていた。

「お腹空いた……」

　男性の手に触れることは滅多にないが、そういうことが起こると倦怠感に襲われてしまう。眠るのが一番の薬で、今日もそうだった。

　結婚しなくてもいい、恋人も必要じゃない。そう思っているけど、こんなことが起きるたびに、心療内科を受診してみようか……そんな気持ちになる。

　心の葛藤と戦いながらキッチンへ足を運ぶ。

　こんな時間だけど、オムライスを作ることにした。料理はそれほど苦ではなく、時間があれば凝った料理も作りたい。ただひとりでは時間があっても作り甲斐がないから、やっぱり簡単なもので済ませてしまう。

「できた。我ながら美味しそう」

　形に満足がいくオムライスを作って食べると、もう二十四時を回っており、急いで食器を洗い、バスルームへ向かった。






　泡がたっぷりのバスタブに身を沈めて、ジャスミンの香りに癒やされたわたしはしだいにリラックスしていき、深いため息が出た。

　ふんわりした泡を両手ですくって肩を撫でる。肩から胸にかけて手を滑らして、手が止まる。

　あれ？　なんか……硬い……しこり……？

　左胸の下のほうに違和感がある。右胸にも確認するように手を動かしてみるが、左胸のような小さなしこりはない。

「乳……ガン……？」

　愕然となって、身体が固まった。

　まさか……という思いもある。

　まだ若いんだし……気のせいなのかも。でも、若くても乳がんになる人はいる。

「早めに受診しないと……若いほうが進行が速いって聞くし……」

　そう思っても、産婦人科へ行ったことがなく、どの病院がいいのかわからない。

　そこで思い出したのは真優だ。真優は妊娠したから、産婦人科へ通っている。

　明日にでも、真優に相談してみよう。今は気にしても仕方ない。そう考えても、お風呂から出ると、パソコンの電源を入れて胸のしこりを検索してしまう。

　胸のしこりにもいろいろあり、さらに不安を煽られてしまった。






　翌朝、オフィスへ行く前に真優に電話をかける。妊娠で大事を取り、新婚旅行は延期している。

『咲乃！　結婚式に出席してくれてありがとう』

　真優の明るい弾んだ声が聞こえてくる。

「素敵な結婚式だったね。改めておめでとう」

『ありがとう。こんな時間にどうしたの？』

「ごめん、ちょっと早かったかな」

　八時三十分を過ぎた時刻だ。

『ううん。尚樹さんは七時に出ちゃうし、ぜんぜん大丈夫よ。で、どうしたの？』

「真優は産婦人科へかかっているでしょう？　主治医は女医さん？」

　わたしらしくなく、持って回った言い方になってしまった。

『もしかして、咲乃も妊娠したのっ!?』

「違うって。恋人もいないのに。実は左胸のしこりのようなものに気づいたの。検査してもらいたいんだけど、女医さんのところがいいの」

『すぐに行かなきゃ！　わたしが診てもらっているのは綺麗な女医さんよ。恵比寿にある小鳥遊たかなしレディースクリニックっていうの』

「小鳥遊レディースクリニック……」

　スマホで話しながら、目の前のパソコンに病院名を打ち込む。

　綺麗な白い外観の五階建ての建物の全景がパソコンの画面に映し出された。

『人気のレディースクリニックなんだけど、ここの跡取りの若先生と尚樹さんが友達だから、すぐに予約できると思う。聞いてみようか？　今日行く用事があるから』

「ありがとう。日にちはいつでもいいから。よろしくね」

　少し気持ちが軽くなって真優との通話を切った。






　隣のオフィスへ出社すると、彩菜さんがパソコンに向かっていた。

「咲乃さん、おはようございます」

　昨日のことがあったから、彩菜さんはキーボードを打つ手を止めてわたしの顔をよく見る。

「おはようございます」

「また、なにかありました……？」

　彩菜さんは首を傾けて、こちらを窺う表情だ。

　わたしって、そんなにわかりやすいの……？

　彩菜さんに応える前に、バッグから鏡を出して自分の顔を見る。

　ううん。普通……だよね……？

「なんか、わかりますか……？」

　鏡を覗き込むわたしに彩菜さんはフッと微笑む。

「咲乃さんは入って来たときの雰囲気でわかるんです」

「そっか……わたし暗かったですね。実は左胸の小さなしこりのようなものに昨晩気づいたんです」

　思い出すとまた憂鬱な気分になってくる。

「ええっ!?　早く病院へ行かないと！」

「友人があたってくれるので、数日のうちには病院で検査できると思います」

　そこへふたりのスタッフがオフィスに入ってきて、わたしはデスクの椅子に腰を下ろした。






「――はい。申し訳ありませんでした。はい。ありがとうございます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします」

　そう言って、スマホを切った。

　相手はマリエ社長だ。昨日の副社長にしてしまったことのお詫びの電話を入れたところ。マリエ社長は突然だったから驚いたのでしょうと笑っていた。

　とにかくまだ仕入れさせてもらえるようで、ホッと安堵した。

　マリエ・ジュエリーはハイブランドではないが、直接ハワイから輸入しており、品質はよく、値段もこのくらいの金額なら出せそうだと、二十代、三十代の女性に思わせてくれる。

　スマホをデスクに置いたとき、画面が光って着信を知らせた。

　かけてきたのはゆかりだ。

「もしもし」

『咲乃、ランチ一緒にできる？　わたし今、渋谷の駅前にいるのよ』

「大丈夫よ。お店は決めてある？　十分くらいで行けるわ」

『お肉が食べたくって。目星つけているの』

　ゆかりはわたしも聞いたことがあるローストビーフ丼のレストラン名と場所を伝えて電話を切った。

　彼女は出版社の営業で、時々こうしてランチに誘われる。

　わたしは彩菜さんにランチに出ることを伝えた。






　今日は梅雨空であいにくの雨。雨は嫌いではない。お気に入りの傘をさしてゆかりが待っているレストランへ向かった。

　外に出てからワイドパンツを穿いてきてしまったことは失敗だったことに気づく。ゆったりしている分、雨が当たりレストランに到着する頃にはけっこう濡れてしまっていた。

　ゆかりはサックス色の半袖のブラウスと紺色の膝丈のタイトなスカート姿だった。肩甲骨まである髪はひとつに後ろで結んでいる。

「お待たせ」

　わたしはゆかりを見つけて対面に腰を下ろし、ハンカチで濡れた肩などをさっと拭く。

「雨なのに、呼び出してごめんね」

「ううん。ここのローストビーフ丼食べてみたかったの」

　ウエイトレスがやって来て、わたしたちはサラダと飲み物が付いているランチセットをオーダーする。

「真優の二次会、楽しかったわよ。咲乃は残念だったね」

　ゆかりは同情の色を込めた目で見るけれど、わざと出なかったのだから残念でもなんでもない。そんなことはおくびにも出さないが。

　彼女は二次会の話を始め、頷きながら聞いているうちにローストビーフ丼のランチセットが運ばれてきた。

　薄切りのお肉が美味しそうだ。

「めちゃくちゃカッコいい人がいたじゃない？」

「ゆかりがいいって言っていた人？」

　ローストビーフの上に乗っている半熟卵を崩しながら、色素の薄い髪の男性を思い浮かべる。

「そうあの人の名前、たか――」

「あ、すみません。お水下さい」

　ちょうどゆかりがあの人の名前を言いかけたとき、ウエイトレスがテーブルの横を通り、お水のお代わりを頼む。

「ごめん。で、あの人とうまく行ったの？」

　話を中断させてしまったゆかりに謝り聞いてみる。

「ううん。ダメだったわ。恋人がいるからって。あんなに素敵な人なんだから、考えてみればそうよね」

　ゆかりは縁がなかったと笑う。

　確かにあれほどルックスがいい人ならば、恋人はいそうだ。

「でも、あのテーブルに座っていた小平こだいらさんって男性と今度食事に行くことになったの。彼も素敵な人よ。実家は老舗の呉服店なの」

「ゆかり、人は見た目じゃないからね」

「まあね。でも見た目もよくて実家が裕福だったら尚、良しじゃない？」

　恋愛のれの字も知らないわたしが言うことじゃないか……。

　わたしは曖昧に微笑み、ローストビーフを口に運んだ。






　その日の夕方、真優から無理を言って明日の十六時に予約を入れてもらったと連絡があった。

「真優、ありがとう」

『わたしも一緒に行こうか』

　真優の声はすごく心配そうだ。そんな風にわたしのことを考えてくれる真優に感謝しつつ、ひとりで大丈夫だと伝えた。

















第三章












　初めてのレディースクリニックに心臓が少しドキドキしている。

　恵比寿駅から徒歩七分のところにある小鳥遊レディースクリニックの二十台ほど停められる駐車場に愛車を停止させた。

「都心なのにこんなに大きな駐車場……」

　かなり儲かっていると言ったら語弊があるけれど、人気のあるレディースクリニックなのだと推測する。今も駐車スペースのほとんどが埋まっていた。

　昨日の雨は夜の間にやみ、今日は梅雨の晴れ間がのぞいている。

　フィアットから降りてロックをし、清潔感のある入り口に足を進めた。

　初めて入るレディースクリニックは、わたしが風邪などで普段行く総合病院の趣とは違っていた。

　全体的に薄いピンク色の壁。淡いイエローのソファ。受付の女性たちの制服は水色だ。全体的にフワフワとした柔らかい印象を受ける病院はさらに入りにくい。

　ロビーの一画にはタイルカーペットが敷かれ、おもちゃなどが置かれている。子供たちが遊ぶスペースのようだ。

　淡いイエローのソファに座っているのはほとんどが女性で、妊婦の妻を心配で付き添っている夫もふたりほどいる。わたしの推測でしかないけれど。

　真優と尚樹さんもあんな風にここへ来たのかも。

　わたしは少し躊躇いながら受付の前に立った。

「十六時に予約した宮前ですが……」

「少々お待ちください」

　水色の制服を着た笑顔の可愛い受付の女性は、パソコンで予約を確認している。

「はい。宮前咲乃さまですね。保険証をお願いします。そちらのテーブルでこの問診票にご記入もお願いします」

　病院ってこんなに丁寧だったの？　と思うくらいの扱いに驚く。問診票を受け取りテーブルに向かった。

　問診票に名前や住所などの個人情報と、来院の理由などを書いて、受付に持っていく。

「それでは二階の待合室でお待ちください――あ、申し訳ありません。菊池きくち涼音すずね先生は急患が入ってしまい、こちらの先生になります」

　受付の女性はカウンターの上に貼られている診療予定表を指さす。彼女の指先にある小鳥遊希のぞみの名前をわたしは確認する。

　一瞬、女医さんではなくなるのかと思ったけれど、この人も女性。

　わたしは笑顔で「わかりました」と告げてエレベーターには向かわず、階段で二階へ行った。

　婦人科系の疾患を扱う二階は少し客層が違った。若い人もいるが、年配の女性も多い。

　フロア案内によると、三階は検査室、手術室、四・五階は入院病棟のよう。

　二階にも小さな受付があった。

　その前へ行くとあらかじめ一階の受付から連絡を受けており、「二番診察室の前で待っていてください」と言われた。

　わたしは二番診察室の前のソファに座り、緊張している自分を「大丈夫。どうってことない」と、気持ちを落ち着かせながら呼ばれるのを待つ。

　そして待つこと、十分。二番診察室のドアが開き看護師が廊下に出て、わたしの名前を呼ぶ。

「は、はい！」

「宮前咲乃さん、どうぞお入りください」

　看護師に促され二番診察室に入ると、そこにまだ医師はいなかった。

「おかけになってお待ちください」と言われ、わたしは丸椅子に腰を掛けて医師を待つ。

　初めての診察に笑われそうなくらい胸が暴れている。

　奥のカーテンの向こうから人が現れた。

　次の瞬間、わたしは丸椅子から弾かれたように立ち上がった。丸椅子が勢いよく後ろに動いてドアにぶつかった。それほど衝撃的だったのだ。

　わたしは目を見開いて、その人を見つめる。

　女性だと思っていたのに、入って来たのは白衣を着た男性だった。そしてさらに驚いたのは、真優の結婚式の隣のテーブルから笑顔と手を振ったあの男性だった。

　今も色素の薄い瞳でわたしを見ている。片手をポケットに入れて立っている彼は結婚式で着ていたフォーマルスーツ姿のように洗練された姿だ。

「君は……結婚式で」

　彼も端正な顔をびっくりさせている。

「あ、あなたが……お医者さま……？」

　白衣を着ているのだから間違いないだろう。

　女性じゃなかった……希なんて、なんて紛らわしいのっ。そうだ、真優が尚樹さんの友人が跡取りの若先生だって言っていた。

　小鳥遊希＝若先生……そして尚樹さんの友人。なんで思い出さなかったの！

「し、失礼します！」

　女医じゃなければダメ。わたしは踵を返して廊下へ出た。

「君っ！　待って！」

　小鳥遊先生が追ってくる足音が聞こえてくる。

　逃げるように階段を駆け下り、一階のロビーに着いたところで、背後から腕を掴まれた。わたしはグイッと後ろに引き戻される。

「キャ―――ッ！」

　小鳥遊先生にがっちり腕を掴まれてしまったわたしは、これ以上ないほどの叫び声をあげた。

　その声に周りの人たちが度肝を抜かれたようにこちらを見る。

　まるで痴漢にでもあったかのようなあまりのわたしの反応に小鳥遊先生は驚き、掴んだ手をパッと離した。その隙にわたしは走って自動ドアを出た。






「っ、はぁ……」

　車の運転席に戻って、暴れる鼓動と乱れる呼吸を治まるようにハンドルに顔を伏せてじっとする。

　どうしよう……小鳥遊先生に悪いことをしちゃった……。

　病院中に響き渡る叫び声をあげてしまい、ひどいことになっていなければいいけど……。

　少しして呼吸が落ち着いてくると、ため息が漏れる。

　他の病院を当たらないと……口添えしてくれた真優に申し訳なかった……。

　しだいに腕を掴まれたショックが治まってくるのがわかり、エンジンをかけて駐車場を出た。






　フィアットをマンションの地下駐車場に停めたとき、バッグの中のスマホが振動していることに気づく。

　スマホを手にして、知らない番号からの着信に顔を顰める。

　誰……？

　無視したかったが、取引先かもしれなく、わたしは仕方なく通話をタッチした。

「もしもし……？」

『宮前咲乃さん？　さっきの医者だけど？』

　聞こえてくる不機嫌そうな男性の声にスマホを落としそうになった。

「あ、あの――」

『あれから患者さんたちから危険人物みたいな目で見られて大変だったんだ』

「申し訳ありません……」

　わたしが悪いのだから、謝るしかない。患者さんのいる前であんな大声で叫ばれたら、医者になにかされたのかと思われてしまうだろう。

『謝られてもね……ちゃんと説明をしてほしい』

「わたしが悪かったんです……本当に申し訳ありませんでした」

『君が悪い？　もちろんこちらに非はないけど、どうして叫んだのか説明するべきじゃないかな？』

　今すぐ通話を切りたい衝動に駆られるも、彼は尚樹さんの友人だ。なんとか切らずにいる。

　落ち着いて……咲乃……。

『診察に来たんだろう？　胸にしこり？　早く検査したほうがいい』

「すみません……ご迷惑をおかけしたので、そちらへは伺えません。別の病院へ――」

『保険証、忘れているよ？』

「ぁ……お手数ですが送っていただけ――」

『嫌だね』

　どうしてこの人は話している途中で遮るの？

「い、嫌……？」

『直接渡す。うちへ来るか、外で会おう』

　まだいつものようにショックから立ち直っていないせいで、きっぱり言えない。

「そんな……」

『君の家へ持っていってもいいんだけど？』

　ストーカーなみのしつこさに、呆気に取られ目が点になる。

「……わかりました。どこかのカフェで会いましょう」

『ＯＫ、君は渋谷か……じゃあ、十九時に……』

　小鳥遊先生は青山通り沿いのビルの一階に入っているカフェを指定する。

「わかりました」

　わたしは短く返事をして通話を切った。スマホを握りしめたまま、大きく息を吐く。

　わざわざ会わずに、送ってくれればいいのに……。

　自分のせいだから仕方ないが、受付の女の子に言って、郵送してもらえば済むと思うことだった。






　オフィスへは行かずに、自宅へ戻った。彩菜さんには小鳥遊先生の電話のあと、メールをしてある。

　疲労困憊しており、横になりたかったのだ。

　目覚まし時計を一時間後にかけて、ソファに横になり目を閉じる。フッと脳裏に浮かぶのは小鳥遊先生だ。

　どうして小鳥遊先生が出てくるの？

　わたしは頭を左右に振って寝返りを打つ。五分経っただろうか、目を開けた。ショック状態のはずなのに眠れなかった。

　いつもなら眠りに逃げられるのに。それなら仕事をしよう。

　起き上がり、デスクの上のパソコンのスイッチを入れてからキッチンへ向かう。冷蔵庫から炭酸水のペットボトルを手にしてパソコン前の椅子に腰を下ろした。

　指定されたカフェは歩いて十分くらいだった。

　行くのははっきり言って面倒で、彼に会いたくないが保険証を返してもらわないとならない。






　約束のカフェに向かって歩いていると、五メートルほど先にスラリとした高身長の男性が歩いていた。

　前を歩いているのは……。

　クシャッと毛先を遊ばせた明るいブラウンの髪。薄手の白のジャケットに細身のデニムが長い足を際立たせている。

　前を歩くモデルみたいにスタイルがいい男性は小鳥遊先生のよう。

　カフェに入る前に彼を捕まえれば、ほんの一分で用事が終わる。

　わたしは八センチのヒールもものともせず、小走りになった。大柄で足が長い彼の速度にはそうしないと追いつけないし、カフェはすぐそこ。

「小鳥遊先生！」

　やっと近づいて、カフェの前で呼び止める。

　カフェのドアノブに手をかけた彼は振り返った。

「宮前さん」

「すみません。ありがとうございます。保険証を渡してくださるだけなので、カフェに入る必要はないですよね？」

「わざわざここまで来たんだ。コーヒーくらいご馳走してくれるのが礼儀ってもんだろう？」

　来てなんて一言も……。

　そう言いたいのを堪えて、さっさとカフェの中へ入りドアを押さえて待っている小鳥遊先生の横をできるだけ離れて通る。

「いらっしゃいませ。何名さまですか？」

「ふたりです」

　小鳥遊先生が答える。

　ウエイトレスに案内されたのは四人掛けのテーブルで、彼から少しでも遠くなって内心安堵する。

「小鳥遊先生、コーヒーでもお食事でも、なんでも頼んでください」

　対面に腰を掛けた彼の前にメニューを置きながら素っ気なく言う。

「ふ～ん。思ったよりトゲトゲしているね。せっかくだからいただこうかな。腹も空いているし」

　彼はメニューをめくり、ゆっくり見ている。それはわざとじっくり選んでいるように感じられた。

　でもわざわざ引き延ばす理由もない。選ぶのに時間がかかる人なんだと考えた。

「君は？」

「わたしは、お腹は空いていないのでアイスコーヒーにします」

「ここはパンケーキが美味しいんだよね。あ、すみません。このパンケーキとアイスコーヒーふたつお願いします」

　小鳥遊先生は通りがかりのウエイトレスを呼び止めてオーダーする。

　若いウエイトレスは彼の顔を見惚れたように何度も視線を動かしながら、オーダーを確認したのち去っていく。

　美形だからなにかと大変そうではある。けれど、披露宴での彼の対応にぜんぜん大変じゃないのだろうと思い直す。

「どうして頭を横に振ったの？」

　わたしは無意識に頭を左右に振っていたみたい。

「え？　な、なんでもありません」

　小鳥遊先生のことを考えていたなんて口が裂けても言いたくない。そんなことを口にしたら、気があると思われてしまう。

　少しの間沈黙したのち、小鳥遊先生は口を開く。

「それで……どうして診察室から逃げたの？」

「……女医さんじゃなかったからです」

「女医じゃなかったからか……そう……」

　小鳥遊先生はわたしの目をじっと見ている。その視線から逃れたい。

　彼の色素の薄い瞳で見つめられると、すべてを見透かされているような気分になってしまうから。

　小鳥遊先生の視線から逃れたくて、テーブルの上の水の入ったコップを手にして飲む。

　なぜか彼は訳知り顔で笑ったが、そこでふいに真顔になって、ポケットからスマホを取り出す。

　小鳥遊先生はわたしに失礼と言って振動しているスマホに小声で出る。

「――ああ……わかった。すぐに戻る」

　そこへウエイトレスがアイスコーヒーを運んできた。パンケーキはすぐに持ってくるそうだ。

　電話を切った彼は小さなため息を形のいい口から漏らした。

「残念ながら病院へ戻らないとならなくなった」

「急患……ですか？」

「卵巣嚢腫の患者が痛みで七転八倒しているらしい。悪いけどせっかくだから俺が頼んだパンケーキ食べて」

　小鳥遊先生は椅子から立ち上がる。

　そのとき、パンケーキが運ばれて来た。ウエイトレスは伝票もテーブルの上に置いていく。その伝票を小鳥遊先生は手にした。

「あ！　わたしがっ！」

「女の子に払わせるわけないだろ」

「それでも――」

　伝票をもらおうと立ち上がって手を出してしまってから、ハッとなって引っ込める。彼の手に触れそうになったからだ。

　そんなわたしに小鳥遊先生はフッと口元を緩ませた。

「保険証は病院で預かっておく。うちの女医の空いている日を明日連絡するよ。じゃあ」

　小鳥遊先生はそれだけ言って、レジへ向かってしまった。この場所はレジが見えないところで、彼の姿が見えなくなった。

　突っ立っていたわたしは椅子に座る。目の前のパンケーキはバナナとチョコレートソース、ふんわり高さのある生クリームで美味しそうだ。

　食べないのももったいない。

　ナイフとフォークを持って、ひと口サイズに切って口に運ぶ。口の中ですぐに溶けるくらいの柔らかいパンケーキだった。

「美味しい……」

　思わず口にしていた。

　ここのパンケーキが美味しいって言っていたっけ……彼女と来たのかもしれない。

　それにしても元々支払わせる気がなかったし、保険証も病院で預かっておくだなんて……また受診させるために呼んだだけなの？

「どれだけ仕事熱心なの」

　まったく手の付けられなかったアイスコーヒーもほぼ二杯飲み、パンケーキも綺麗に平らげると、お腹がいっぱいで夕食はこれで済んでしまった。

　そして甘いものを食べたせいか、気持ちが落ち着いていることに気づいたわたしだった。

















第四章












　翌日、小鳥遊レディースクリニックの受付から電話が入った。真優が予約してくれていた女医の菊池先生の空いている日と時間を知らせる内容だ。

　そうはいっても人気のレディースクリニックの菊池先生の空いている時間は診療時間外の十八時からしかなかった。

「では、今日お伺いしてもいいですか……？」

　待ってでもちゃんと予約をしたほうが迷惑をかけないで済むと思いながらも聞いていた。

『はい。もちろんです。菊池先生のほうからそう申しつけられておりますので』

　受付の女性は感じがよく、特別待遇は尚樹さんと真優のおかげか、小鳥遊先生に指示されたせいなのか……。

　とにかく早く受診して、このしこりを診てもらわなきゃ。






「宮前咲乃さんですね。菊池です。先日は急患が入ってしまいすみませんでした」

　真優が言っていた通りの美人の女医さんは柔らかい表情でわたしを診察室に招き入れた。

「診療時間外に申し訳ありません」

「いいえ。東山真優さんも心配されていましたし、若先生もくれぐれもよろしくと」

　こういう人を才色兼備というのだろう。美人で頭がよくて仕事もできる女性のように見受けられる。年齢は三十歳くらい……？

「超音波検査とマンモグラフィー、触診で診させていただきます。まずは超音波とマンモグラフィーを。看護師がご案内しますので、そちらで上半身だけなにもつけずに検査着に着替えてください」

　わたしは廊下に出て看護師のあとについて行く。

　当たり前のように検査技師が女性だと思っていたけれど、ここは聞いてみるべきだよね。

「すみません。検査技師は女性ですか……？」

「はい。うちは若先生と院長以外は全員女性なんです。あ、事務長は男性ですが」

　年配の看護師の説明に強張っていた肩から力が抜ける。

「こちらです」

　ピンクのドアを開けると、そこは更衣室のようにロッカーが並んでいた。ロッカーはレモンイエローとライトブルーの色が交互にあり、やはりレディースクリニックらしい柔らかい雰囲気だ。

「上半身はブラジャーも外して、この検査着に着替えてください。ロッカーにバッグやアクセサリーなどの貴重品を入れて鍵をお願いしますね」

「はい……」

　検査着をわたしに手渡した看護師は部屋を出て行った。

　薄いピンク色の検査着は着物のように衿を合わせ、ウエストの横の位置で紐を結ぶもの。初めての検査着に戸惑いながら袖を通した。ボトムスはデニムを穿いたまま。






　女性技師の検査はトラウマの症状は出なかった。しかし、胸を露出させるのはやっぱり抵抗があって、超音波検査とマンモグラフィーが終わった頃にはどっと精神的に疲れてしまっていた。触診は横になったわたしの胸に菊池先生が念入りに指や手のひらを胸に滑らせる。

　これが男性の医師だったらとてもじゃないけど無理。

　診察台に横になりながら、ふと小鳥遊先生の美麗な顔を思い出してしまった。

　彼は産婦人科医なのだから、こういうこともしているのよね……。小鳥遊先生がいかに中性的でイケメンだとしても、無理。

「疲れましたよね？」

「えっ？」

　菊池先生の言葉に我に返るわたしだ。

「ため息を吐かれていましたから」

「あ、すみません……」

「いいえ。お若いから驚いたのではないですか？　はい。終わりです。着替えてきてくださってけっこうです。それからお話しします」

　診察台から起き上がり、腰の位置で検査着の紐を結ぶと、先ほどの更衣室へ行った。






　着替え終わって、廊下に出たところで先ほどの看護師がやって来た。

「どうぞ、二番の診察室へお入りください」

「ありがとうございます」

　診療時間は終わっているので患者さんはいない。

　二番と書かれてあるドアをノックしてから中へ入ったわたしの足がギクッと止まる。

　小鳥遊先生がデスクの前の椅子に座り、その横に菊池先生が立っていたから。

「宮前さん、お疲れ」

　彼は患者用の丸椅子に座るようにわたしに言う。突っ立っていたわたしは指示された通り、小鳥遊先生の前にある椅子に腰を下ろした。

「俺がいて驚いた？」

　小鳥遊先生はフッと笑みを漏らす。

「え……まあ……」

　困惑した気持ちが伝わったのだろう。菊池先生が口を開く。

「婦人科系の疾患はうちでは小鳥遊先生の右に出る人はいないの」

　そうだったんだ……。

「宮前さん、超音波、マンモ、診させてもらったけど、大きさにして一センチ強のしこりがあるね」

　わかっていたけれど、そう診断されてショックだった。

「それで、そのしこりが良性か悪性かを調べないとならない」

「はい……」

　菊池先生が口を開く。

「そこの組織を穿刺吸引細胞診せんしきゅういんさいぼうしんといって注射器で取って検査します」

「ちゅ、注射器……で……？」

　胸に針を刺すことにびっくりした。マンモグラフィーは胸が潰されてかなり痛かった。まだなんとなく変な感じである。

「ああ。麻酔なしで」

　小鳥遊先生の言葉に恐怖しか感じられない。

「注射器の針は細いからそれほど痛みはないと思うわ」

　菊池先生が茫然となっているわたしに説明してくれる。

　やってもらうしかないのだ。そう強く思ったとき、小鳥遊先生が看護師になにかを指示してからわたしを見る。

「それで、俺と菊池先生のどっちにしてほしい？」

　小鳥遊先生と菊池先生のどちらかに……？　そんなの愚問よ。

「菊池先生にお願いしたいと思います」

「わたしでいいの？　小鳥遊先生じゃなくて」

　菊池先生は婦人科系疾患で小鳥遊先生の右に出る先生はいないという説明をしたにもかかわらず、彼を選ばなかったことに驚いている。

　トラウマがあることを知らないから、解せないのだろう。

　小鳥遊先生はすっくと椅子から立った。

「ＯＫ。検査結果は一週間後に」

　そう言って小鳥遊先生は特に気分を害した様子もなく診察室を出て行った。






「ありがとうございました」

　診察室を出る前に菊池先生に頭を下げて挨拶をして廊下に出た。

　お辞儀したせいか貧血のような症状に襲われた。

　目の前が回ってる……。椅子に座っているときは平気だったのに。

　穿刺吸引細胞診検査は痛いことは痛かったけれど、マンモグラフィーのほうが叫びたくなるほどだった。

「大丈夫？　宮前さん」

　小鳥遊先生だった。声のした横を向くと白衣のポケットに両手を入れてドアの横に立っていた。

「はい。大丈夫です」

「よかった。でも、青い顔をしている。気分は？」

　平気だと言おうとしたのに、足の力が抜けて身体がふらついた。

「宮前さん！」

　倒れる前に小鳥遊先生がわたしの身体を支えようと手を伸ばした――。

「触らないでくださいっ！」

　その声に小鳥遊先生の動きが止まる。

　わたしはなんとか倒れないように壁に手をつく。本来なら時間外診療にお礼を言わなければならないのに、ひどい物言いに申し訳なくなった。

「す、すみません……平気です……」

「座ったほうがいいんじゃないかな」

　絶対に憤慨されそうな言い方だったのに、聞こえてきたのは心配そうな声で胸がギュッと締めつけられた。

　わたしは首を横に振る。なにか胸にこみ上げるものがあって、言葉にできない。それでも呼吸を数回繰り返してから顔を上げた。

　やはり色素の薄い瞳はわたしを気遣わしげに見ていた。その瞳を見て、さらに申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　親切にしてくれているのに、わたしの言い方はひどい……。

「本当にすみません……ありがとうございました」

　それだけやっと口にして歩き出す。

　階段を一歩ずつ慎重に下りて、一階へ行くと電気は点いて明るかったものの、受付・会計は閉まっており、人はいない。ロビーに立っていたのは警備員だけ。

　菊池先生から「診療時間が終わっているので、会計は次回のときで」と言われていた。

　わたしは警備員に会釈してからドアを開けて病院をあとにした。






　その夜、お風呂から上がり喉の渇きを潤す炭酸水を持って、デスクの前に座った。そこでデスクに置いてあるスマホが鳴った。

　着信は真優だ。心配して電話をしてきてくれたのだろう。

「もしもし、真優？」

『咲乃、今大丈夫？』

「うん。病院紹介してくれてありがとう。無事に検査終わったから」

『ううん。早いほうがいいから。結果は？』

「一週間後よ。マンモグラフィーってめちゃくちゃ痛かった。しこりの組織を注射器で取ったの」

　もう二度とやりたくない気分だけど、なにかあったらそういう痛みにも慣れというか、我慢しなくてはならない。そう思うと憂鬱になる。

『胸に注射器って、痛そう……マンモも若いうちは胸が張っているから、よけいに痛いって言うよね。良性であるように祈ってる』

「ありがとう」

『こんなときに気分じゃないかもしれないけど、明日の夜空いている？　前に約束していたやつ。空いていたらうちで食事しない？』

　わたしの日常生活なんて仕事しかない。真優以外の女友達とも出かけることはあるけれど。

「空いてるよ。ありがとう。喜んで伺うね」

『よかった！　十八時くらいに来てね』

　真優は嬉しそうだ。新婚旅行も延期になったし、妊娠初期で行動も控えているようだから退屈しているのかもしれない。

















第五章












　真優が好きなホテルのパティスリーでホールケーキを買って、東山家へ車を走らせた。

　広尾にある東山家の白亜の豪邸の玄関前では、真優と尚樹さんが待っていてくれており、わたしは静かに車を停めた。

　そこへふたりと一緒にいた白髪の男性がわたしと入れ替わりに運転席に座り、別の場所へ移動する。さすが世界に展開するコーヒーショップのＣＥＯ宅。最高級ホテルなみである。

「咲乃、いらっしゃい！」

「尚樹さん、真優、お招きありがとうございます。お邪魔します」

　寄り添うように立つふたりに微笑み、軽く頭を下げてから、真優にケーキの箱を渡す。

「わたしが好きなパティスリーのケーキね！　咲乃、ありがとう」

「咲乃さん、どうぞ。入って」

　尚樹さんはケーキに喜ぶ妻に微笑みながら、わたしを屋敷の中へ招き入れてくれる。

　ダイニングルームに案内されて十人ほど座れるゴージャスなテーブルの椅子に座る。素敵な家は今までたくさん見てきたけれど、ここには感嘆の声をあげてしまう。

「車だからお酒は飲めないね。なにがいいかな？　ジュースはいろいろあるし、炭酸水も」

「では……炭酸水をいただけますか？」

「了解。真優は？」

　愛妻にも聞いた尚樹さんはダイニングルームの奥にあるバーカウンターへ行った。

「素敵なお屋敷ね。優しい旦那さまに人も羨む生活。真優幸せだね」

　わたしはよかったと、微笑む。

「幸せすぎて怖いくらい。あ、咲乃、ピアスとネックレス素敵だね。服もよく似合ってる」

　今日はマスタード色のブラウスと、ホワイトのワイドパンツにした。ワイドパンツはハイウエストで足を長く見せてくれる効果がある。

「ピアスとネックレスは明後日から売り出すハワイアンジュエリーなの。あ、これでよかったらもらって。付けているもので悪いけど、さっきおろしたばかりよ」

　わたしはシルバーの鎖の下にぶら下がっているプルメリアのピアスを外そうとした。

「咲乃、いいよ。明後日サイトに行って買うからっ」

　わたしの手を真優は慌てて止める。

　そこへ尚樹さんが飲み物を運んできて首を傾げる。

「どうした？　ピアス、落とした？」

「あ、いいえ。違うんです。真優にもらってもらおうと」

　わたしの言葉に真優が首を振る。

「いいの。いいの。咲乃は社長なんだから、ちゃんとビジネスしなくちゃ。尚樹さんに買ってもらうわ」

　真優は甘えた表情で旦那さまにねだっている。

　そんな顔を愛妻にされたらたまらないだろうな……。

「もちろん。ビジネスだからな。咲乃ちゃんは大学生のときからネットショップを起ち上げたって聞いているが、商才があるんだね」

「いえ、商才があるのかは……」

　世界に展開しているコーヒーショップのＣＥＯに言われてなんだかくすぐったい。

「尚樹さん、咲乃はすごく綺麗でしょう。モデル事務所から数えきれないくらい誘われているのよ」

「自慢の親友だね」

　尚樹さんは全力で褒める真優に笑ったところで、インターホンが鳴り彼が席を立つ。

「俺の友人も呼んでいるんだ」

　尚樹さんの友人……。

「咲乃、めちゃくちゃイケメンだから驚かないでね」

　真優はにっこり笑う。その笑みはわたしに紹介しようと呼んだに違いないと示唆するものだ。

　尚樹さんと一緒にダイニングルームへ入って来たのはめちゃくちゃイケメンと聞いて、わたしが想像した人だった。

「咲乃さん、俺の悪友、小鳥遊希。産婦人科医だよ」

　小鳥遊先生は急いで椅子から立ったわたしに驚いた顔になる。

　真優がにっこり笑って口を開く。

「咲乃、紹介した小鳥遊レディースクリニックの若先生よ。菊池先生を紹介したから、会ったことないよね？」

「真優さん、彼女とは実は病院で会っているんだ。はい、これ。手土産をなににしようかと考えたら定番の花束になってしまった」

　小鳥遊先生がわたしの代わりに、会ったことがあると言って、抱えるほど大きなピンク系の花束を真優に渡す。

「もう会っていたんですね！　それならよかったです。とても綺麗なお花！　こんなに大きな花束、ありがとうございます」

　真優はバラがたっぷり入った花束に笑みを深める。

「食事にしよう。真優」

「はい！　尚樹さん。陽子さんに伝えてきますね」

「俺も行こう。ふたりとも座ってて」

　花束を抱えた真優と尚樹さんが、ダイニングルームを出て行く。

　陽子さんというのは、お屋敷の住み込み家政婦。先ほど車を移動してくれた男性の奥さまと真優から聞いている。真優の祖父母くらいの年齢だけど、頼りになってこの広いお屋敷にはなくてはならない夫婦だと絶賛している。

　ダイニングルームに小鳥遊先生とふたりだけになってしまい。正直気まずい。

　最後に小鳥遊先生に言ってしまった『触らないでくださいっ！』が脳裏に蘇っている。

「……昨日はどうも……すみませんでした」

「座ろうか」

　わたしは小さく頭を下げてから先ほどまで座っていた椅子に腰を下ろす。

「体調はよくなった？」

　医師の目でわたしを見た小鳥遊先生は対面に座る。

　今日の彼はホワイトのシャツにデニム姿で、どこから見ても爽やか。尚樹さんは落ち着いたカーキ色のサマーセーターにグレーのスラックスを身につけている。

　イケメンふたりが一緒にテラス席でお茶でも飲んでいたら、通りすがりの女性は立ち止まって見入ってしまうかもしれない。

「……はい」

「どうしたの？　顔が暗いね。検査結果が怖くて落ち込んでいるの？」

　小鳥遊先生は首を軽く傾げて、美麗に微笑む。

「いいえ。落ち込んでいるわけでは……」

　ただここであなたと会ってしまい気まずいだけ……。

　そこへ真優と尚樹さんが戻ってきて食事が始まった。






　美味しい料理と楽しい会話。小鳥遊先生が現れてどうなることかと思ったけれど、意外と楽しめている。

　尚樹さんと小鳥遊先生は本当に仲がよくて、打てば響くような会話をしている。わたしと真優のように。

「そういえば、宮前さんはなんの仕事をしているの？　モデルみたいに見えるけど？」

　キッシュを食べようとしていたわたしに小鳥遊先生が不意打ちで話しかけてきた。

　わたしが話す前に真優が口を開く。

「若先生ったら、宮前さんだなんてっ！　咲乃ちゃんって下の名前を呼んでください。咲乃もそう思うでしょ？」

　またもにっこり真優に微笑みかけられ、ぐうの音も出ない。やっぱり真優はわたしと小鳥遊先生をくっ付けようと画策しているように思える。

「そうだね。そうさせてもらうよ」

　小鳥遊先生はわたしに了解を求めずに真優の言葉に賛同した。

「で、仕事は？」

　対面に座る小鳥遊先生は白ワインを飲みながら聞いてくる。

「大学四年生のときに、服や小物のネットショップを起ち上げたんです。それからずっとやっています」

「それはすごいね。起業家なんだ」

「服やファッション関係の小物が好きだったので、一石二鳥だったのかもしれません」

　電車通勤ができない理由が一番で、自分の思い通りに仕事ができるのがいいところ。

「小鳥遊先生は家業を継ぐために産婦人科医になったんですか？」

「希って呼んで」

「そんな……先生を呼び捨てにできません」

　わたしは首を左右に振った。頭を動かすと耳からぶら下がっていたハワイアンジュエリーのピアスが頬にヒンヤリ触れた。

「じゃあ、希さんで」

　小鳥遊先生は楽しそうににっこり笑う。

「咲乃、いいじゃないっ。希さんって呼べば。いい感じ！」

　真優は口元を緩ませて、前に座る尚樹さんへ賛同を得るように見る。

　なにがいい感じなの……。

「咲乃さん、小鳥遊は今まで下の名前で呼ばせたことがないんだ」

「えっ……？」

　小鳥遊先生に軽く提案されたから、ついそのほうが呼ばれ慣れているのだと思ったわたしだ。

　どうしてなのか、わたしと真優の目が小鳥遊先生のほうへ向く。

「希って、女みたいだろう？　昔から気に入らなかったんだ。でも、咲乃ちゃんには親しげに呼んでほしいな」

　小鳥遊先生の言葉に今までリラックスしていた身体が強張った。

「親しげになんてできません。わたしの通院する病院の先生なんですから」

　彼の気に障るかもしれないのに、はっきりそう口にしていた。そんなわたしに真優が驚いた。

「咲乃っ、ここだけの話じゃない」

「真優さん、いいんだよ。彼女なりのポリシーがあるんだろう。ま、俺は咲乃ちゃんって呼ばせてもらうけどね」

　小鳥遊先生は気にしていない様子だ。

　今まで声をかけてきた男には冷たく言い放つと、気が強い女として二度と誘ってこなかった。

　彼だと、調子が狂う……。

　小鳥遊先生のほうをちらりと見る。隣に座る尚樹さんが彼のグラスに白ワインを注いでいる。満たされたグラスを、小鳥遊先生と尚樹さんは一気に飲み干している。

　ふたりはかなり飲んでいるのに、顔色や表情がまったく変わらない。

　小鳥遊先生にしたわたしの質問はとっくに忘れ去られているようだ。

『家業を継ぐために産婦人科医になったんですか？』

　もちろん大病院が家業なのだから、継がなくてはならなかったのだろう。

　わたしは小鳥遊先生のことは嫌いではないと思う。中性的な顔立ちのせいだろうか。

　グラスを持つ彼の手に視線を向ける。見ている分には発作は起きない。でも触れられたら、今までと同じで、発作が起きてしまうだろう。

　食事のあとソファに移動して紅茶でケーキやフルーツ、男性たちはバーボンを飲んでいる。

　楽しい時間が過ぎ、気づけば二十三時を回っていた。

「尚樹さん、真優。遅くまでお邪魔してしまって……楽しかったです。とても美味しいお料理でしたし」

「咲乃、いつでも来てね。若先生もお待ちしています」

「ありがとう。また来させてもらうよ」

　小鳥遊先生は微笑み、スマホをポケットから取り出す。どこかへ電話をするようだ。

「タクシー会社か？」

　尚樹さんが聞く。

「ああ。酒を飲むと思っていたから、車は病院へ置いてきたんだ」

「あ！　若先生、咲乃が車なの。送ってもらったらいいです。確か代官山でしたよね？」

　タクシーを呼ぶと聞いて真優が提案した。

　わたしが送るっ？　小鳥遊先生と狭い車内でふたりきり……？

「咲乃、いいよね？」

「えっ？　う、うん。もちろんです」

　触れなければ大丈夫。

　ふたりの前で嫌だなんて言えない。しかも本人も目の前に……。

　わたしはコクッと頷いた。

「じゃあ、遠慮なく、そうさせてもらうよ。ありがとう」

　そこへわたしの車が玄関の前へ到着した。






　いつの間にか小雨が降っていた。

「代官山って言っていましたよね？」

　フィアットを発進させて、東山邸の門を通り道路に出たところで隣に座る小鳥遊先生に尋ねる。

　暑かったのか、彼は乗り込むとき、後部座席にジャケットを無造作に置いていた。

　車を明治通り方面へ走らせる。

　男性を乗せたことがないから、運転をしながら緊張している。

　運転席と助手席ってこんなに近かった……？

　ステアリングとギアを握る手が汗ばんできた。

　やっぱり男性を乗せるなんて、無理だったの……？

「マニュアル車か……外車に乗って、渋谷に住んでいるなんて、仕事はうまくいっているんだね」

　時々動くワイパーと、前の車に集中しているわたしはビクッと肩を跳ねらせる。

「い、今、なんて……？」

「イケメンの男が隣にいるというのに、まったく気にされていないとは」

　小鳥遊先生は苦笑いを浮かべる。

「すみません……考え事をしていました」

　本当は考え事ではなくて、彼を気にしないようにしてシャットアウトしていたのだ。

「仕事はうまくいってるんだね」

「あ、はい。とりあえず今は」

「次の信号を右折ね」

　右折をしたら代官山通りだ。

　わたしは言われるまま、減速して信号を右折した。そして少し行ったところで、小鳥遊先生は五階建てのデザイナーズマンションを示した。おしゃれで素敵な建物だった。

　見たことがあるような……このマンションでもしかしたら小鳥遊先生は恋人と住んでいるのかも。

　ふとゆかりが小鳥遊先生に恋人がいると言っていたのを思い出して、そんなことを考えてしまった。

　真優はわたしと小鳥遊先生をくっ付けたがっていたみたいだったから恋人がいるってことを知らないのね。

　車をゆっくりエントランスに寄せたとき、小鳥遊先生は後部座席に置いたジャケットを取ろうとした。

　急に彼がこちらに身体を寄せて動いたことに、わたしは驚いてしまった。

「きゃーっ！」

　クラッチから足が離れ、ガクンと車が動き、エンストと共に左のバンパー辺りになにかがぶつかった。花のプランターへはぶつからない程度に車を寄せたつもりだったが、驚いた拍子にハンドルを切ってしまったよう。

　でも、わたしはそれを気にするどころではなく、ブルブル震えて、ステアリングに顔を伏せる。

「咲乃ちゃん！　大丈夫かい!?」

　胃の中が暴れ、吐き気までしてきた。

「……わたし、わたし……なにかに」

「車より君は!?　様子が変だ」

「だいじょう……ぶ……」

　そう言ったところで、ぷつっと電気が切れるみたいに、わたしの意識が飛んだ。






　ふと目を開けた途端、見慣れない天井にハッとなり身体を起こした。わたしは大きな黒革のソファに寝かされていたようだ。

　小鳥遊先生の色素の薄い目と目が合う。動きたいのに金縛りにあったように身体が動かない。

「気分はどうかな？　なにか飲もうか。冷たいほうがいい？」

「わたし……ここはどこですか？」

　そうだ……小鳥遊先生の……。

「俺のマンション」

　もしかして、彼がわたしを抱き上げて連れてきた……？　それしかない。

　また手が震えてくる。

　考えちゃダメ……。

　わたしは腕時計に視線を落とす。二十四時を回ったところだ。真優のところを出たのは二十三時だったから、それほど時間は経っていないようだ。

　わたしが困惑しているうちに小鳥遊先生はキッチンへ行って、ミネラルウォーターのペットボトルを持って戻って来た。

「はい。飲んで」

　彼の手に触れないようにペットボトルをもらう。

「ありがとうございます」

　喉がものすごく渇いていて、遠慮することなくふたを開けて飲んだ。

「突然倒れて……すみませんでした」

　小鳥遊先生は対面のソファには腰を下ろさず、それよりもわたしに近いローテーブルに腰を軽く置いて見つめてくる。

「……ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　水を飲んで少し落ち着いたところでもう一度謝り、ソファから立ち上がる。

　マンションの一室に小鳥遊先生とふたりきりなのに、手が震えてはいるけれど、意外と冷静でいられるのは不思議だった。でも、長居はしないほうがいい。

「わたしがぶつけたのは……？」

「プランターだから気にしなくていいよ。管理人には伝えたし。だけど、バンパーが少し傷ついたんだ。送ってくれたせいだから俺が修理代を出す」

「い、いいえ！　修理代だなんて。けっこうです！」

　小鳥遊先生はローテーブルから動かずに立ったわたしを見上げる。

「君は男が怖いんだね？」

　彼は至極真面目な表情で、静かに口にした。

「最初に病院で会ったときからわかっていたよ。座って。今は絶対に君に触れないと誓うから」

「小鳥遊先生……」

　最初からわかっていた……？

　ふとわたしの肩から力が抜ける感覚に陥り、ソファに腰を下ろしていた。

「もっと水を飲んで。顔色がまだ戻っていないよ」

　人形のように、言われるままにペットボトルを持ってもうひと口水を飲む。

「俺に話してみない？　おそらく親友の真優さんにも話していないだろう？　知っていたら車に乗るように勧めるはずがないし」

「……誰にも言って……いません」

「そっか……それほど君の心はひどく傷ついちゃったんだね？」

　小鳥遊先生は瞳に同情した色を見せて、静かに言う。

「……きっと、他の人だったら、こんなことでって思います」

「俺に話せる？」

　小鳥遊先生の声が弱くなったわたしの心にスッと入ってくる。わたしはコクッと頷いていた。お医者さまだからだろうか、小鳥遊先生になら話せる気がした。

「中学生の頃、学校から帰るのが遅くなって夜道を歩いていたときに……」

　思い出すだけで震えてきて、自分を守るように胸のところで腕を交差させる。

「いいよ。ゆっくりで」

　小鳥遊先生はローテーブルから離れて、対面のソファに移動した。意図的に距離を置いてわたしを怖がらせないようにしようとしているのだろう。

「サラリーマン風の、スーツを着た若い男性に……背後から抱きつかれたんです。それで胸を……」

　わたしはもう一度水を口にする。水を飲んでも、飲んでも、喉の渇きを覚えていた。

「……胸を揉まれて、嫌な……生温かい息が耳にかかって……そこで人がやって来たのでその痴漢は逃げて行ったんです」

　そんなのはたいしたことはないと言われる……？

　小鳥遊先生へ視線を向けると、彼は悲しそうな顔をしていた。

「……なんだこんなことか……って、思いますよね……？」

「咲乃ちゃん、そんな風には思わないよ。そのせいで君はそれ以来、大変な思いをしながら生きてきたんだ」

　彼の言葉は暗闇を歩いていたわたしにほんのり光が当たったように思えた。

「小鳥遊先生……」

「でもね、もう克服する時期じゃないかな？」

「克服……できるでしょうか……？　先日も取引先の男性を突き飛ばしてしまったりして、そういうときは病院へ通おうかとも思うんですが……」

　どうして気持ちがすんなり出てくるのだろう……。

「少しずつ男に慣れれば乗り越えられると思う」

「男に……慣れれば……？」

　わたしは当惑して首を傾げる。

「俺が手伝うよ。医者として。友人として放っておけない」

　これはトラウマを治すチャンスかもしれない。そう思うけれど、なかなか踏み切れずに返事ができない。

「少しでも治したいという気持ちがあれば大丈夫。少しずつ慣らしていこう」

「小鳥遊先生……」

　それでも「お願いします」が言えない。喉まで出かかっているのに。

「大丈夫。最初はひとけの多いカフェだったり、レストランで食事したりして男に接していこう。友達みたいに」

「……でも、小鳥遊先生はお忙しいのではないですか？」

「休日や仕事が終われば問題ない。急患のときは申し訳ないが」

　小鳥遊先生がそこまで言ってくれている。治せる気がしてきた。

「……お願いします」

　わたしの言葉に小鳥遊先生は美麗な顔で微笑んだ。女装したら本物の女性に見えそうなくらい肌も綺麗だ。

「ゆっくり時間をかければきっと治る。もう遅い時間だ。ひとりで帰れる？　大丈夫？」

「はい。車ですから大丈夫です」

　わたしは少し肩の荷が軽くなった感じを受けながら、ソファから立ち上がる。

「胸のしこりの結果は急がせているから、一週間も待たないはずだ。また連絡する」

「ありがとうございます」

　小鳥遊先生は車まで送ってくれた。マンションの部屋は五階建ての五階だった。エレベーターを使わず階段で下りた。

　自分の男性恐怖症を知ってくれる人がいるというのは、張り詰めていた気持ちが少し楽になった気がした。






　火曜日の夕方、出荷準備をしていたわたしのスマホが鳴った。画面には小鳥遊先生の名前が表示されている。

　検査結果の電話だと思うと出るのが怖い……でも……。

　わたしは大きく息を吸ってから電話に出た。

「宮前です」

『小鳥遊です。検査結果が出たんだ。明日、来られるかな？』

「はい……お伺いします。何時がいいでしょうか……？」

　わたしの緊張がわかったのだろう。小鳥遊先生は電話の向こうでフッと柔らかく笑った気がした。

『咲乃ちゃん、悪い結果じゃないってことだけ言っておくよ。一応結果は来てもらわないと話せないんだ。そうだな……十六時でいいかい？』

　電話から伝わる雰囲気と小鳥遊先生の言葉にホッと胸を撫で下ろした。

「……ありがとうございます。大丈夫です」

『じゃあ、その時間に。あ、バンパーは直した？』

「ま、まだです」

　本当はバンパーの傷は直しに出して、ディーラーから先ほど戻って来ていた。でも、直したといえば小鳥遊先生はお金を払おうとするから、言うのは躊躇われた。請求するつもりはない。

　わたしのせいだし……。

『直したらちゃんと俺に請求するんだよ』

「……はい」

　小鳥遊先生は通話を切った。

「咲乃さん、病院からでした？」

　一緒に出荷作業をしていた彩菜さんが手を止めて心配そうにわたしを見ていた。

「はい。悪い結果じゃないと。明日病院へ行ってきますね」

「よかったです。ホッとしましたね」

　彩菜さんは微笑んで、ハワイアンジュエリーの出荷作業に戻った。






　翌日、わたしは小鳥遊レディースクリニックへ車を走らせていた。バンパーを直しに出したついでにメンテナンスもしてもらったから、ブレーキ、アクセル、クラッチがスムーズで快調だ。

　今日も小鳥遊レディースクリニックの駐車場はほとんどが埋まっていた。予約の時間まであと十五分。道路事情を考えて早めにオフィスを出ていた。

　車から降りて病院の入り口に足を進める。一階で受付をし、二階へ向かった。

　小鳥遊先生に会うのは土曜日以来。彼にこれから会うわたしは緊張していた。自分の弱い部分を知られてしまったせいなのか。

「宮前さん、二番診察室の前でお待ちください」

　二階の受付で言われて、わたしは二番診察室の前でソファに座り呼ばれるのを待つ。ふたりの年配の女性が先に待っている。

　ひとりは一番診察室へ入り、もうひとりは二番診察室へ。残されたのはわたしだけ。

　悪い結果じゃないって言っていたけれど、それがどれくらいのものなのかわからず、不安ではあった。

　落ち着かなく待っていると、二番診察室に先に入った年配の女性が出てきて、看護師がわたしを呼んだ。

「は、はい」

　ずっと張り詰めていたわたしの緊張はマックスになる。

　ナーバスな気持ちのまま部屋の中へ入ると、小鳥遊先生がデスクの前に座っており、キーボードを叩いていた。流れるような指になぜかわたしの心臓が跳ねる。いつもの嫌悪感からではない。

　どうしたの……？　男性の手が好きじゃないのに……。

「小鳥遊先生……お願いいたします」

　軽く頭を下げて言葉にしたわたしにキーボードを打ち終わった小鳥遊先生が顔を向ける。

「こんにちは。咲乃ちゃん。座って」

　病院で名前を呼ばれて内心びっくりする。すぐ近くにいるわたしと同い年くらいの看護師がいるのに。

「咲乃ちゃん、今日は雰囲気が違うね。服のせいかな？」

　小鳥遊先生に指摘されて、やっぱりこの人は女性経験が豊富なのだと確信する。

　今日は彩菜さんとスタッフたちに驚かれてしまうくらい、久しぶりに膝丈のＡラインのワンピースを着ていた。淡いピンク色のワンピースで肘までの袖はフリルがあり、ウエストは前でリボンに結んでいる女らしいものだ。

　いつもシンプルな服でパンツばかりで、スカートとはほとんど無縁だった。

「なにかいい事でもあったんですか？」と、彩菜さんのからかい半分の楽しそうな笑顔に、わたしは商品の着心地を確かめていると言い訳をしたのだった。

「このワンピースはうちで売っていて、どんな感じなのかと……」

「なるほど。そうだよね。着心地は大事だ」

　小鳥遊先生は端正な顔を緩ませる。

「さて、心配していた左胸のしこりだけど、良性の乳腺線維腺腫にゅうせんせんいせんしゅだったよ。悪性になることはないが、年に一、二回の検診はしておいたほうがいい。そうだな……次は年明けくらいに」

　良性と聞いてホッとしたけれど、検診でまたあの痛いマンモグラフィーをしなくてはならないのかと思うと顔が引きつる。

「あ、田中さん、次の患者さんを検査室に案内して」

　小鳥遊先生はデスクトップの画面に映し出されている映像を見てから、看護師に指示を出す。

　看護師が診察室を出て行った。

「年明けですね……わかりました。ありがとうございました」

　話は終わったものと思い、丸椅子から立ち上がる。

「いや、まだだよ。座って」

「えっ……」

　不思議に思いながら、もう一度丸椅子に腰を下ろした。

「さてと、まずは俺の手を握って」

　差し出された手は握手を待っている。困惑して動けないでいると、小鳥遊先生はフッと微笑んで手を下ろす。

「今夜、二十時にこの前のカフェに来られる？」

「ええっ？」

「だって、治す約束だろう？　ああいった場所のほうがいいと思うんだ。それともここでいい？　あ、もしかして約束がある？」

「約束はないです。でも本当にいいのでしょうか……？」

　忙しい彼の時間を自分のために使ってほしくない。

「咲乃ちゃん、怖じ気づいた？」

　いつになくちょっとバカにしたような笑みが小鳥遊先生の顔に浮かぶ。

「お、怖じ気づいてなんていませんっ！　先生はお忙しいのではないかと思ったんです」

「じゃあ、大丈夫だね。二十時に待ち合わせよう」

　小鳥遊先生はもう一度念を押した。

「はい。では、失礼します」

　わたしは椅子から立ち上がってお辞儀をして診察室を出た。

















第六章












　約束のカフェに入り、小鳥遊先生の姿を探す。今の時刻は待ち合わせの二十時ぴったりだ。そこへ背後のドアが開いて人が入ってきた気配が。

「咲乃ちゃん。ごめん待たせた？」

　入ってきたのは小鳥遊先生だった。ライトブルーのサマーセーターにビンテージ物のデニムでモデルみたいで爽やか。

「いいえ。来たばかりです」

　そこへウエイトレスがやって来て、わたしたちをテーブルに案内する。

　小鳥遊先生にここで会うのは今日二回目だけど、病院と違った緊張感がある。男性恐怖症を克服する努力をする第一歩だから？

　席に着いて小鳥遊先生はわたしにメニューを差し出す。

「腹が減ったな。咲乃ちゃん、夕食は？」

「まだです」

「じゃあ、食事と……デザートはシェアしないか？」

　小鳥遊先生はメニューをめくりながら尋ねる。

「それでかまいませんが、甘いものがお好きなんですね」

「ああ。この前は食べ損ねたし……そうだな……ロコモコにしよう。咲乃ちゃんは？」

「わたしも同じので」

　食べたいものが同じであったことに内心驚きながら口にする。

「好みが一緒みたいだな。じゃあ、デザートは？」

　わたしはマカダミアンナッツクリームがたっぷりかかったシンプルなパンケーキの写真を指さすと、小鳥遊先生は笑顔になる。

「いいね。そうしよう。すみません」

　小鳥遊先生は通りすがったウエイトレスを呼び止め、オーダーした。

　ウエイトレスが去ると小鳥遊先生は話し始める。

「ところで、俺のことは希と呼んで。名前を呼べば親しみが湧く。俺に触れやすくなる」

「の……ぞみさん」

「そう。女っぽい名前だから口に出しやすいだろう？」

　小鳥遊先生は少し嫌そうに笑みを浮かべる。

　本当に自分の名前が好きではないのかも……。

「うちは母が女の子が欲しかったようで、名前が女っぽいんだ。ふたつ上の兄は知己ともみだし」

「確かにおふたりとも女っぽいですね」

「ああ。でも兄は漢字で書くとまだいい。知るに、己だから。俺のは書類でも女だと間違えられる。咲乃ちゃんは、兄妹はいるの？」

　わたしは首を横に振りながら答える。

「ひとりっ子なんです」

「そうか……兄妹がいたら心の傷も相談できたんだろうね。さてと」

　希さんはテーブルへ右手を出した。

「手に触れて。病院ではできなかっただろう？」

　彼の爪はきちんと切られており、指が長く、女性が羨ましくなるくらい綺麗だ。男の人の手なのに綺麗だというのは変だけど、父のような甲にまで毛が生えたごつごつした手ではなかった。

「咲乃ちゃん？　無理強いはしないよ」

　わたしは大きく深呼吸をしてから、ゆっくり手を伸ばした。彼の手の近くで一度ギュッと握りしめてから開き、躊躇ったのちそっと触れた。

　希さんの手は動かない。合わさった手から彼の体温を感じる。

　この手はあの男のものじゃない……。

　わかっていても心臓が暴れ出してくる。左手を自分の胸に無意識に置く。

「どんな感じ？　呼吸は？　嫌悪感は？　心臓が苦しい？」

　医者としての問診するような口調に、気持ちが落ち着いてくる。

「大丈夫です……」

「よかった」

　希さんは微笑むと、合わせていた手をそっと握る。

「これも大丈夫？」

「……はい」

　握られて心臓がドクッと一度跳ねたけれど、嫌な感じはない。

「お待たせいたしました」

　いつの間にかいたウエイトレスの声に驚いて、わたしは肩をビクッと跳ねらせた。急いで手を引く。

　恥ずかしい……ウエイトレスが来たことに気づかないなんて……。

　食事を待つ間も触れたがっているカップルに見られているだろう。慣れないわたしはテーブルにロコモコとサラダを置くウエイトレスのほうを見られない。

「デザートはのちほどお持ちいたします。ごゆっくりどうぞ」

　ウエイトレスは丁寧に言って去っていく。彼女がいなくなってホッと肩の力が緩む。

「男を寄せつけない雰囲気もいいけど、恥ずかしがる咲乃ちゃんは可愛いね」

「び、びっくりしただけです」

　そんなわたしの言い訳に、希さんはフフッと笑う。

「食べよう。美味しそうだ」

　ロコモコの丼ぶりの中は大きいハンバーグの上にまん丸の黄色い目玉焼きが乗っている。

「いただきます」

　わたしはシーザーサラダから口に運んだ。

　食事中、希さんはわたしの話をうまく引き出していろいろ聞いていく。そんな姿はわたしの彼の第一印象、女性慣れが当たっているように思える。

　あ、ゆかりに希さんは恋人がいると言ったんだっけ。

　恋人がいるのなら、当たり前なのかな。治療という名目だけど、わたしと会うのは彼女が嫌がるかもしれない。

　わたしは希さんの恋人に申し訳なくなってきた。

「……希さん、わたしとのことは彼女に話してありますか？」

「彼女って、誰？」

　希さんは手を止めて首を傾げて不思議そうにわたしを見る。

「えっ？　彼女って、希さんの恋人です。わたしに時間を取られて嫌なのではないかと……」

「どうして俺に彼女がいるって思うの？」

　真剣な顔つきになる希さんだ。

「ゆかりが……」

「ゆかり？」

　形のいい眉の片方を上げてわたしを見つめる。

「あ、結婚式の二次会に出席した友人です。希さんに恋人がいるって言われたって」

「ふ～ん。友達とふたりで俺の話をしたんだ？」

　そう指摘されて、わたしは「あっ！」と声を漏らし、弁解しようと口を開く。

「に、二次会の話になって、彼女が残念そうに言ったんです」

「そう、それだけか。俺も残念だな。咲乃ちゃんが二次会に出なかったのもガッカリだったんだ。俺のことを知りたい会話だったら嬉しかったのにな」

「希さん……？」

　彼の言葉が呑み込めない。

「結婚式で会う前から君のことを聞いていて、気になっていたんだ」

「わたしの、ことですか……？」

　話したとしたら、真優か尚樹さん。でもなにを言ったのか、まったく想像がつかない。

「真優さんが入院したとき、尚樹に頼らない彼女のために高額の入院費を出しただろう？　お金は戻ってこないかもしれないのに、かまわないと言って。男気も敵わないくらいの真優さんの親友はどんな女性なのだろうと興味が湧いたんだ」

「そんな話を……でも、尚樹さんに返していただいたので立て替えただけなんです」

　お金は返さなくてもどっちでもいいと真優に言ったのは事実だけど、それでは気が済まない彼女のことだから、時間がかかっても返してくれるだろうとも思っていた。だから、そんなに素晴らしい人間ではない。

　そう口にすると、希さんはさらに笑みを深めた。

「謙遜する君も可愛い」

「可愛いって、誰にでもそうやって褒めるんですね。披露宴のときも手を振ってナンパしているのかと思いましたし」

「あのときの咲乃ちゃんの目が冷たかったな。でもよけいに気になったことは確かだ。だから二次会に姿が見えずにガッカリしたんだ」

　わたし、希さんに口説かれてるの……？

　慣れていないせいで、居心地が悪いし、次の言葉に困る。

　そこへマカダミアンナッツソースがたっぷりかかったパンケーキとアイスコーヒーをウエイトレスが運んできて会話が中断し、ホッとする。

　希さんはナイフを使ってパンケーキを綺麗に切って、取り皿に分けてくれた。

「ありがとうございます。ナイフの扱いが慣れていますね」

　わたしがお礼を言うと、希さんはなぜか笑った。

「さすが男を避けて生きてきただけあるね。話を逸らすのがうまい」

「話を逸らしたわけでは……でも、そんな風に言われて困っています」

「俺も正直に話すよ。恋人はいない。咲乃ちゃんに惹かれている。だから君に触れたい」

　希さんは真剣な表情で見つめてくる。

「わたしに……惹かれている……？　こんな風なのに……？」

　男性恐怖症が治るとは限らない。そんなわたしに惹かれている希さんに戸惑うばかりだ。

「君が男を怖がらなくなるまで、辛抱強く待つつもりだ。俺と向き合って好きになってほしい」

　わたしも希さんに惹かれてはいる。男性として好ましい。でも、ずっと男性と距離を置いて生活していたから、うまくいくとは思えなかった。

「……そう言ってくださって、ありがとうございます。わたし……自分の気持ちがまだわからないんです」

「それでいいよ。戸惑うのは当たり前だから。今は君とデートができる唯一の男でいい」

　優しい人……希さんとならトラウマを克服できるかもしれない。

「……わたしが嫌いになったらすぐに言ってください」

「君を嫌いに？」

「はい。わたしはあなたにひどいことをするかもしれません。例えば、街で手を握った瞬間叫んでしまうとか。突き飛ばしてしまうとか……」

　マリエ・ジュエリーの副社長のことを思い出してしまったわたしは顔を顰める。そんなわたしに希さんは笑う。

「病院で叫ばれたしな。突き飛ばした経験はあるのかい？」

「恥ずかしながら……あるんです」

「華奢な君に突き飛ばされるほど弱くないと思うよ。せいぜいグラつくくらいかな」

　この人はわたしの心を和ませてくれる……希さんならトラウマを治せると思って頼んだのだから、信頼している。

　この気持ちが恋になる……？

　わたしはすべてのパーツが整った美麗な顔を見つめる。

　希さんならトラウマを持っているわたしじゃなくて、もっともっと素敵な人と……。

「迷っているの？　信じて。俺は君を裏切らない」

　真摯な表情できっぱり言われて、わたしはコクッと頷いていた。






　パンケーキをふたりで食べ終えて外に出た。

「ごちそうさまでした。いつも払わせてしまって……」

「そんなのは気にしないで。車だけど、少し歩こうか。送っていく」

　希さんはわたしに手を差し出した。

「今日は手を繋いで街を歩く治療だよ」

　わたしは希さんの手をじっと見つめて、深呼吸をしてから握った。

「あっ！」

　普通に握ったつもりが、指と指を交互にがっしり掴まれて思わず声が漏れる。

「これが恋人繋ぎ。これが大丈夫なら、トラウマは徐々に克服しつつある」

「はい……」

　心臓がドキドキして、手のひらに汗をかきそうだけど、気持ちは穏やかだ。

　わたしたちは渋谷駅に向かって歩き出した。

　自宅まではここからだと十分ほどだけど、駅のほうへ進み、遠回りして送ってくれるという。それから希さんは先ほどのカフェの近くに停めたパーキングへ戻ることになる。

「歩かせてしまってすみません」

「車で送っていけばすぐだけど、これもトラウマ克服へのカリキュラムの一環だからね」

「カリキュラム？」

「ああ。俺の頭の中にあるだけだけど、徐々に慣らしていく」

　希さんは繋いだ手を少し持ち上げて微笑む。その微笑みに胸がトクンと鳴った。

「それに最近車ばかりだから、こうして歩くのもいい。気分はどう？」

「大丈夫です」

　嫌な感じはしない。希さんからは爽やかなコロンの香りがしているせいか、恐怖心はなかった。

　わたしたちは普段よりゆっくりめの足取りで歩を進めていた。

　少しして渋谷の繁華街へ出てきた。往来が激しく、手を繋いでいるせいか、人とぶつかりそうに何度もなって、希さんの口から深いため息が漏れる。

「渋谷は賑やかすぎるな。大丈夫？」

　希さんは肩をすくめてからわたしを見る。

「代官山のほうはこれほど混んでいませんもんね」

「今度は静かな街を歩こう」

　希さんはこの繁華街の混み具合に辟易した様子。わたしは夜も人が多いほうが安心できる。わたしの実家は静かな高級住宅街で夜遅くになると人通りがなくなるから。

「チリン！　チリン！　チリン！」と自転車のベルが聞こえてきた。

　そのとき、歩いている人にかまわず走ってくる自転車があっという間に目の前に――。

「危ないっ！」

　希さんはわたしを強い力で自分のほうへ引っ張った。彼はクルッと身を挺し自転車に当たらないように抱きしめてくれた。

　通り過ぎた自転車は「チリン！　チリン」と、まだベルを鳴らしながら人混みの中へ消えていった。

「大丈夫かい!?」

　突然のことで、目の前がチカチカしてきて呼吸が苦しくなっていた。

　わたしは言葉にできないまま、希さんからふらつきながら離れる。

「咲乃ちゃん？」

　離れるわたしに希さんは注視している。

「へ、平……気です……」

「突然抱きしめたから症状が出たようだ。そこのコーヒーショップで休もう」

　希さんが示したのは尚樹さんがＣＥＯのコーヒーショップだった。

「はい……ごめんなさい……」

　彼はわたしに触れずに先にコーヒーショップの中へ入る。それがありがたかった。






　コーヒーショップの奥に空いている席を見つけた希さんは、わたしを座らせてからカウンターへ行った。

　まだ呼吸が苦しい感じはあるが、周りを見られる余裕が出てきた。抱きしめられることがなかったから、過剰に反応してしまった。

　でも、希さんだからこれくらいで済んだのかもしれない……。

　二十二時近いのに、尚樹さんのコーヒーショップは空いている席を見つけるのも苦労するほどお客さんがいる。一階と二階で八十席近くはあるのだが。

　一階の隅の二人掛けの席で待っていると、希さんが両手に飲み物を持って戻ってきた。

「勝手に選ばせてもらったよ」

　わたしの目の前に使い捨てのカップが置かれる。

「暑いと思うが、ホットミルクココアだ。ココアはストレスを和らげる栄養素や自律神経を整えるデオブロミンも入っているんだ。苦手かな？」

「いいえ。飲めます。考えてくださってありがとうございます。さすがお医者さまですね。説得力があります」

「今はどんな感じ？　眩暈はある？」

　希さんは覗き込むようにしてわたしと視線を合わせる。気遣う色素の薄い茶色の瞳。

「ないです。もう大丈夫です。ご迷惑おかけしてすみません」

「よかった。飲んで」

　わたしは「いただきます」と言ってから、ホットミルクココアを口にした。温かくほんのりした甘さが喉を通り、胃に落ちていく。身体に染みわたっていく感覚だ。

「美味しい……ホットミルクココアは久しぶりです。こういうときにいいのなら家にストックしておきます」

　希さんは透明なカップに入っているアイスのブラックコーヒーを飲む。甘いデザートが好きだけど、飲み物は今までブラックコーヒーを飲んでいるところしか見ていない。

「咲乃ちゃん、手を握って」

　わたしは躊躇ったあと、テーブルの上に置かれた希さんの手を握った。周りの人はわたしたちがラブラブのカップルに見えることだろう。

　ゆっくり飲み終わったところで、わたしはマンションまで送ってもらった。






　その日からわたしたちは食事をしたり、映画を見たりと、週二回くらい会った。デートというにはほど遠い、医者と患者みたいな関係。

　希さんは毎回手を握り、時々腰に手を置いたりして、トラウマを克服させようとしてくれる。

　一ヵ月が過ぎる頃には、ようやく不意打ちで腰に手を置かれる仕草にも、ビクつかなくなった。でもそれは希さん限定のような気がする。他の男性とはその機会はないけれど。

　車を修理したことがバレて、支払ってくれようとする希さんには丁寧に断っていた。

　彼は会っているとき、絶対に支払わせてくれなかった。






　梅雨が明け、真夏の日差しが眩しい季節。毎年のわたしはなんとなくバテ気味の生活を過ごしていたが、今年は違う。毎日が楽しいし、希さんとのデートとはいえない時間が待ち遠しい。

　七月第三週の金曜日。今日は希さんと約束の日だ。嬉しいことがあって、早く報告したかった。

　約束の二十時、今日は代官山のおしゃれなダイニングバーで待ち合わせをしている。

　わたしがお店に着いたとき、希さんはすでに来ていた。彼はほとんど待たせない。時間にきっちりしている人だ。

　急患や手術などで遅れそうなときはあらかじめ連絡してくれる。

「希さんっ！」

　最近会うときは、固さが取れてきているわたしだ。

　にっこり笑いながら近づくと、希さんはなにかに気づいたようだ。

「いい事があったの？」

「はいっ」

　四人掛けのテーブルの椅子に座りながら頷く。

「今日、新しい取引先の男性と握手ができたんです」

「それはすごい」

「はい！　症状も出なくて」

　もっと褒めてくれると思っていたのに、希さんの顔にいつもの笑みがない。

「……どうかしたんですか？　心配事でも……？」

「取引先の男性と握手ができたこと、喜ぶべきだと思うんだけどね？　手放しで喜べない自分に気づいたんだ」

「え……？」

　どういうことなのかわからなくて、愁いを帯びた顔つきの希さんをわたしは見つめる。

「嫉妬心かな」

　フッと小さく微笑む希さんだ。

「希さん……し、嫉妬なんてしなくて大丈夫です。握手がすんなりだったので、トラウマが克服できてきたみたいで嬉しかっただけなんです」

「俺が嫉妬するなんて思いもよらなかったよ」

　希さんに惹かれてきているわたしは、嫉妬してくれる彼に嬉しい気持ちは否めない。

「少しずつでも日常生活を普通に過ごせるようになったのは希さんのおかげです」

「手を出して」

　希さんに言われて、テーブルの上に出すと、ギュッと恋人繋ぎで握られる。

「これは消毒ね」

「はいっ」

　わたしも笑顔で手に力を入れて握り返した。

　こうしていろいろと話をしているうちに、希さんのこともわかってくる。

　彼は医大を卒業後、恵比寿にある自宅を出てひとり暮らしを始めたことや、バイクで出かけたり、フットサルなどで身体を動かしたりすることも好きだと知った。高校生まではテニスをやっていたけれど、医学部に入ってからは手を怪我しないようにフットサルを始めたそう。






　希さんは代官山から歩いて自宅へ送ってくれる。ぶらぶらとゆっくり歩いているから三十分くらいだ。

　マンションの下までやって来て、希さんは会うことになっている明日のことを口にした。

「明日は午前中までの勤務で、二十二時から当直が入っているんだ。少し遠出をしたいと思ったんだけど、別の日にしよう」

「はい。疲れちゃうから明日は――」

　ガッカリしながらわたしが「明日はなしにしよう」という前に、希さんは言葉にした。

「料理はできる？　うちに来て飯を作ってくれないか？」

　希さんの部屋へ行く……？

「料理は、簡単なものなら……」

「そろそろステップアップをしようか」

「……はい」

　ステップアップなるものが、どんなことか想像がつかないけれど、希さんに惹かれてきているわたしは頷いた。

「では夕方に行って、お料理しますね。ハンバーグでもいいですか？」

「もちろん。ハンバーグは好物だ。食材の買い物に付き合うから連絡して」

「わかりました。送ってくれてありがとうございます。気をつけて帰ってくださいね」

　わたしは軽くお辞儀をして、去っていく希さんをエントランスで見送った。

　車なら訳ない距離でも徒歩だと時間を取られる。わたしのために歩いてくれる希さんは優しい。あのルックスだから、芸能人みたいにどこにいても女性たちの注目を浴びる。だけど彼はまったく気にすることなくわたしを見ていてくれる。

　第一印象なんてあてにならないのね。

　希さんに食事を作ってあげられることが楽しみで仕方ない。






　翌日、わたしはオフィスでお昼過ぎまで仕事をしていた。ハワイアンジュエリーは仕入れてもすぐに完売するほど売れ行きがいい。

　アジアンテイストのアクセサリーは来年の一月頃にバリ島へ行き、仕入れるつもりでいた。

　インスタントのナポリタンをランチにして食べ終えると、白地にブルーの細いストライプ柄のワンピースに着替える。

　バッグに水色のエプロンを入れるのも忘れない。

　希さんに会うまではパンツスタイルオンリーだった。それが最近ではスカートばかりになった。元々女らしい服は好きだったが、あれ以来パンツばかりで自己防衛をしていたのだ。

　彼になら自分の女らしい姿を見せたいと思うようにまでなっていた。

　十五時に家を出て、待ち合わせ場所の代官山にあるスーパーへ向かう。

　歩いていると、希さんから電話が入った。

『咲乃ちゃん、ごめん。たった今分娩室から出てきたんだ。買い物、間に合いそうもない』

　分娩室ということは、彼は赤ちゃんを取り上げていたのだろう。

「大丈夫です。お買い物をしてから行きますね。一時間くらいなら帰宅できそうですか？」

『ああ。そうしてくれると助かる。じゃあまたあとでね』

　通話を切って、バッグにしまった。






「いらっしゃい。一緒に買い物ができなくてすまなかったね。どうぞ。入って」

　そう言いながら、わたしが持っていたスーパーの袋をふたつ引き受けてくれる。

　希さんのあとに続く。

　マンションへ来るのは真優のところから送った日以来。

　デザイナーズマンションだけあって、部屋の中もおしゃれで機能的な作りだ。実は見たことがあるマンションだと思って、調べたら父が携わっていた建物だった。ちょうど六年前、わたしが高校を卒業したあたり。希さんも医大を卒業してから一人暮らしと言っていたから、新築の賃貸物件のときに入居したのかもしれない。

　父がデザインした部屋に入るのはなんとなく不思議な感じだ。

　対面のキッチンは白と黒のモノトーンを基調としたインテリアだ。

「希さん、お疲れですよね？　作っている間、休んでいてください。夜は当直もありますし」

「ありがとう。少し休ませてもらうよ。断らずになんでも出して使って」

　希さんは微笑んでリビングのソファにゴロンと横になった。

　黒いソファに仰向けに寝そべっただけなのに、モデルのようにカッコいい。

　低い肘置きに頭を乗せ、目を閉じた希さんを見てから、買ってきたものをキッチンのカウンターに出していく。

　メニューはハンバーグとポテトフライ、コーンの付け合わせと中華風のサラダ。

　まな板と包丁を出して、玉ねぎのみじん切りを始めた。希さんはちゃんと自炊をしているようで、調味料や料理に必要な物すべてが揃っている。

　自宅とは勝手が違い、時間がかかってしまったけれど、その分希さんは仮眠ができたはず。

　料理をソファ近くのローテーブルに置いても、希さんはぐっすり眠っているみたいで目を覚まさなかった。

　わたしの作った料理を食べる初めての男性で、なんだかくすぐったい。

　美味しくなかったらどうしよう……。ハンバーグ、いつもよりもふわっとしているよね？

　ソファで眠る希さんの側へ行く。

「希さん、ご飯ができました」

　声をかけるが、希さんの眠りは深いみたいで目を覚まさない。

「疲れているのね……」

　胸の辺りに手を伸ばそうとして躊躇う。それから胸に手を置いて、身体を軽く揺する。

「希さん、希さん」

　声をかけるとふいに彼の胸に置いた手を掴まれて、引き寄せられた。

「きゃっ！」

　横たわる彼の身体に引っ付く形になってしまい慌てる。

「こうしても、気分は大丈夫？」

　顔を起こして希さんを見ると、茶色の瞳が見つめていた。
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「は、はい……」

　そう返事をするも、自分でもよくわからない。心臓はドキドキ暴れている。希さんを異性として意識しているのか、あのときのような怖さに襲われているのか。それでも呼吸が苦しくなるなどの症状は出ていないから、恐怖心からではないと思う。

「よかった」

　希さんはわたしの手を離して、ゆっくり体を起こした。それからローテーブルの上の料理に視線を向けて嬉しそうに笑う。

「美味しそうだね。包丁の音やキッチンで君が動く気配が心地よくて、ぐっすり眠ってしまった」

「ぁ……うるさかったですよね」

　もっと静かに料理をすればよかったと後悔する。

「違うよ。そういう意味じゃない。心地よくてと、言ったでしょ？　職業柄どこでも眠れるが、家に誰かがいて俺のために料理をしてくれるのは懐かしかった」

　裕福で医者。そしてルックスがいいと三拍子揃っているのだから、過去にもお料理くらい作ってくれた人がいるに違いないのに……。

　でも今はそれを確かめるには希さんとの距離が近すぎてそれどころではない。今すぐ離れたかった。

「あ、圧力鍋があったので、余った玉ねぎでオニオンスープを作ったんです。今持ってきますね」

　早口で言いながら立ち上がって、希さんから遠ざかる。

「咲乃ちゃん、ゆっくりでいいよ」

　キッチンへ向かうわたしへ希さんは声をかける。彼にはわたしの心がわかりすぎるくらい筒抜けなのかもしれない。

　希さんから見えないところへ行き、呼吸を整える。それからトロ火にしてあったスイッチを切って、オニオンスープを深めの皿によそった。

　平常心、平常心……。希さんは怖くないんだから。

　ふとそう思ってしまった自分が嫌になる。彼はわたしのためにトラウマの克服に協力してくれているのだ。

　トレーにスープ皿を置いて、リビングへ運ぶ。

「お待たせしました！」

　わたしは笑顔でローテーブルに近づいた。

　ローテーブルにすべてが揃ったところで、希さんが「いただきます」を口にしてまずはオニオンスープから食べ始めた。

「うん。美味しいよ。玉ねぎがトロトロだ」

「圧力鍋のおかげです」

　そんな会話をしながら、希さんはわたしが作った料理を全部平らげてくれた。

「君は料理が上手だね。とても美味しかったよ」

「そう言ってもらえてよかったです。ひとりの外食が苦手だったから。でも普段の自炊は簡単に済ませちゃうんです。食べてもらえる人がいたらもっといろいろ作りたいと思っていました」

「咲乃ちゃんが男に作る初めての相手で嬉しいよ。あ、帰りがけにケーキを買ってきたんだ」

「コーヒーを淹れますね」

　わたしたちはローテーブルの上の食べ終わった食器をキッチンへ運ぶ。父はそういうことはまったくしなかったから、手伝ってくれることに内心驚いていた。

　わたしがローテーブルから残りの汚れたお皿を運んで食洗器に入れている間に、希さんはコーヒーメーカーに粉と水を入れて冷蔵庫から生クリームたっぷりのフルーツが乗ったケーキを用意してくれる。

　すぐにコーヒーの香ばしい匂いがキッチンに漂ってきた。ふたり分のコーヒーはすぐにできあがり、希さんはカップに注ぐ。

　隣でお鍋を洗い終えたわたしは食洗器の洗剤の場所を聞こうとしていたことを思い出す。

「希さん、食洗器の洗剤はどこに？」

　食洗器の前に立って希さんに聞く。

「ああ、ここだよ」

　希さんがわたしの後ろに立ち、覆いかぶさるようにして、上の棚に腕を伸ばした。次の瞬間、恐怖心が呼び覚まされ、叫びながら希さんの手を払っていた。

「きゃーっ！」

　実際に希さんのどこを押したのかわからないが、彼の右手はコーヒーが入ったカップにぶつかった。

　ガシャンとカップがひっくり返った音と希さんの息を呑む声がして、わたしはハッとなって見る。

　希さんの右手にコーヒーがかかっていた。

「手がっ！」

　わたしの中で恐怖心や希さんにしてしまったことが目まぐるしくグルグル回って気が遠くなりそうだった。

「咲乃ちゃん、落ち着いて」

　こんなときなのに、優しい口調の希さんは蛇口から勢いよく出る水を右手の火傷から少し離してあてる。

「ご、ごめんなさいっ！」

「いや、驚くのを想定するべきだったよ」

「火傷を……」

　わたしは泣きそうだった。

「いや、赤くなっているが、大丈夫だから。君のほうが心配だ。ソファに座っていて。コーヒーを淹れ直して持っていくから」

　安心させようとそう言ってくれるが、希さんの火傷が心配で動けない。

「ごめんなさい、ごめんなさいっ」

　医者の大事な手になにかあったらどうしようと、しまいにはポロポロ涙が頬を伝わっていく。

「咲乃ちゃん、心配しなくてもたいしたことはないから。君を抱きしめて落ち着かせたいのに、できない……」

　そんなことをしたら、もっとパニックに陥ってしまうだろうと、希さんはできない心の内を言ってくれた。わたしは希さんの右手が心配で見つめていた。

　水道の蛇口が止められた。

　希さんの右手の甲はまだ赤かった。彼はタオルで拭いて、その場から動けないでいるわたしに微笑む。

「本当に大丈夫だよ。たいしたことはない。あとは軟膏を塗っておけば赤みは消えるから」

　そう言われても素直に信じられない。

「リビングへ行こう」

　彼はわたしを促し、先にキッチンを出た。それからテレビ横の引き出しを開けて薬を出した。

「咲乃ちゃん、塗ってくれる？」

　着かず離れずにいるわたしに希さんは軟膏のチューブを手渡すとソファに座る。軟膏のチューブを手にしたわたしも隣に腰を下ろした。

　希さんの赤くなっている手の甲に軟膏を塗っていると、また涙が出てきた。

「泣かないで。涙を拭いてあげたいけど、今はやめておく」

　彼はティッシュを数枚取って軟膏を塗り終えたわたしの手のひらに置く。

「痛そうです……水ぶくれになったら……」

「それほどひどくないと言っただろう？　俺は医者だよ？　信じて。コーヒーを淹れ直してくる。ここで待ってて」

　希さんは優しく説得するように言って、キッチンへ戻って行った。






　カチャ……。

　病院へ出勤する希さんの車で送られてマンションへ戻ってきた。部屋に入り、そのままベッドに力なく寝そべる。

　あれから一度も希さんはわたしに触れなかった。

　今日は最悪なことにならなかったけど、次はもっとひどいことになるかもしれない。

　わたしのせいで……。

　一ヵ月以上経って、希さん以外の男性と握手までできるようになった。でも、また元に戻ってしまった気がする。

　このまま続けてもやっぱりわたしのトラウマは治らない……。

　彼に取り返しのつかない迷惑をかける前に離れようと思い始めていた。






　翌日のお昼過ぎ、仕事をする気力もなく部屋でぼうっとしていた。今日は日曜日だからオーダーが入らない限り無理に働かなくてもいいのが助かる。

　昨日のショックのせいで倦怠感が残っていた。

　そこへ手元にあったスマホが鳴った。画面に表示された名前は『小鳥遊先生』の文字。お昼に当直が終わると言っていたから、心配してかけてきてくれたのだろう。でも、話をしたくない気持ちもあって、すぐに出られなかった。

　そうこうしているうちに着信メロディーは鳴りやんだ。

「ちゃんと話さなきゃ……」

　わたしが希さんからの不在着信をタップすると呼び出し音が鳴る。希さんはすぐに出た。

『咲乃ちゃん、忙しかった？』

「……すぐに出られなくてすみません。手はどうですか……？」

　なにも手につかないのはそのことも気になっているからだ。

　朝メールを送ったときは『治ったから気にしないで』と返信があったが、信じられなかった。

『大丈夫だよ。咲乃ちゃんのことだから、まだ気にしていると思っていた』

「お話があるんです。今日会えますか？」

『俺も会いたいと思っていたんだ』

　希さんは気遣うような声だ。

　わたしたちは代官山のカフェで十五時に約束した。






　わたしは落ち着かない気分で希さんが来るのを待っていた。約束の時間まであと十分ある。

　おしゃれな店がたくさんある代官山。このカフェもまるでイタリアにでも来たかのような素敵なインテリアだ。わたしが座っているのはブラウンのひとり掛けのソファ。隣にもう一脚ある。対面のソファはふたり掛け。

　テラス席もあるが外は夏の日差しで暑いせいか、誰も座っていない。

　そして涼を求められているカフェのカウンターの中で、氷がミキサーで砕かれる音が時々している。

　日曜日の午後、カフェの客はカップルが多かった。

　ドアの近くに座っているわたしは希さんが入ってくるのがわかった。立ち上がって彼を迎える。

「ごめん。待たせたね」

「いいえ。今来たばかりです」

　対面のふたり掛けのソファに希さんは腰を下ろし、わたしも座って希さんの右手へ視線を走らせる。赤みはまだあるけれど、水ぶくれにはなっておらずホッとする。

「また気にしている」

「……お仕事で使う手なんですから、気にします」

「表情が硬いな。話すことは悪いことだね？」

　希さんの茶色の瞳と目が合ってしまい、逸らしてしまう。

「咲乃ちゃん？」

　これから話すことで、心臓がバクバクしてくる。

「……希さん、今まで……ありがとうございました」

「どういうこと？」

　希さんは鋭く聞き返す。

「……昨日のことでわかったんです……いつかわたしはあなたを傷つけてしまうと。だからそんなことになる前に希さんから離れます」

「俺が嫌だと言ってもダメなんだね？」

　希さんはわたしの決心が固いものだとわかってくれている。彼は形のいい唇から小さくため息を漏らす。

「希さんはトラウマを持っているわたしなんかより、なんでもない……もっといい人が合っています」

「……咲乃ちゃんは俺の気持ちがぜんぜんわかっていない」

　そう言った希さんはいきなり立ち上がった。

「よく考えて」

　希さんは静かに口にしてテーブルを離れた。彼は出入り口に向かっている。

「か、考えたから言っているんです！」

　立ち去る彼の背中に言ったけれど、その声は希さんに届いたかはわからない。

　よく考えてって……。

　片手を額にあてていると、影が落ちる。

　希さんが戻って来たのかと、ハッとして顔を上げると、ウエイターが立っていた。

「お連れさまは……？」

「急用で帰りました。ホットミルクココアを下さい」

　室内のエアコンはあまり効いておらず暑いが、精神を落ち着かせたくて頼んでいた。

















第七章












　希さんに別れを告げた日から一ヵ月が経っていた。あのとき、彼は「よく考えて」と言った。でも、まったく連絡もないし、わたしからもしていない。

「――乃さん、咲乃さん？　スマホ、鳴っていますよ？」

　彼はどうしているだろうかと、考えていたわたしは彩菜さんの声で現実に引き戻された。

「えっ!?」

「スマホが鳴っています」

　デスクの上のスマホの画面には真優の名前が出ていた。

「ぁ……彩菜さん、ありがとう」

　まだぼんやりしている頭を軽く振って電話に出る。

『咲乃っ、ごめん、忙しかった？』

　いつものように明るい声の真優だ。

「ううん。大丈夫よ。どうしたの？」

『明日の土曜日、ランチできる？』

「愛する旦那さまはどうしたの？」

　真優とこうして話すのは久しぶりだ。

『今日から関西方面の視察でいないの。明日の夜に戻るんだけど』

　尚樹さんが経営するコーヒーショップは世界にも展開しているが、日本各地には数えきれないくらいの店舗ある。関西方面だけでも、全部視察するには時間が足りないだろう。

「じゃあ、真優のお気に入りのホテルでランチする？」

『あそこでランチするのは久しぶりよ。予約しておくね』

　真優は待ち合わせ時間を確認して嬉しそうに電話を切った。通話が終わって、スマホをデスクに置いたわたしは視線を感じて彩菜さんを見る。

　どうしたの？　というように彩菜さんに首を傾げて見る。

「咲乃さん、最近沈んでいましたけど、どうかしましたか？」

「彩菜さんにはなんでもわかっちゃうね。ごめんなさい。話せるようになったら言うから……」

　わたしの言葉に彩菜さんは微笑む。

「はい。今は辛そうですから」

　そう言って椅子をクルッと回してパソコンに向かった彩菜さんだ。彼女の背中を見て、小さなため息が漏れる。

　自分から離れていったのに、希さんに会いたくて仕方ない。






　翌日。

　十二時になる十分前に六本木の最高級ホテルのエントランスにフィアットを停める。グレーの制服を着たドアマンに車を預けると、ロビーを通りエレベーターに乗り、待ち合わせのイタリアンレストランへ向かった。

　真優は先に来ており、背筋を伸ばしてきちんとした姿勢で椅子に座っていた。ベビーピンクの涼し気なワンピースを着ている。わたしの服装はまた以前のパンツスタイルに戻っていた。今日はホワイトのパンツで、身頃はノースリーブだ。

「お待たせ！　お腹目立ってきたね！」

　久しぶりに真優に会って、少し明るい気分になった。

「咲乃！　うん。五ヵ月目に入ったから、だいぶ大きくなってきたの」

「順調？　って、聞くだけ野暮ね」

　彼女の今の雰囲気はとても幸せそうだ。

　わたしたちはコース料理を頼み、話に花を咲かせる。前回は尚樹さんも希さんもいたから女子トークがたっぷりできなかった。

　スープ、前菜、サラダなどが続き、トリュフのパスタを食べていたわたしに真優が今までの話を変えて希さんの名前を口にした。

「咲乃、若先生を送っていったでしょう？　あのときなにかあった？」

「なにかって……？」

　気を失って彼の部屋で目を覚ましたときのことが思い出された。そうしたら次々と希さんとの思い出が蘇り、胸が痛くなってきた。

　無意識に胸の辺りに手をやったわたしに真優が真剣な表情になる。

「尚樹さんが数日前に若先生と飲んだんだけど、いつもより物静かだったって言ってたの。悩みがあるみたいだと」

「……希さんが、悩み？」

「咲乃、今小鳥遊先生じゃなくて、希さんって言ったね」

　真優に指摘されてハッとなる。彼女は探るような視線をわたしに送る。

「ふ～ん。なにかあったみたいだね？」

「あのあと、一ヵ月くらい付き合ったの」

　わたしが告白すると、真優は目を大きくして驚いたのち、嬉しそうに笑う。

「そうだったのね！　親しくなってほしくてふたりを呼んだから」

　喜ぶ真優にわたしは急いで首を左右に振った。

　過去形で言ったのに……。

「違うの。今はもう付き合っていないの」

「えっ……？　どうかしたの？」

　希さんと別れた形になって一ヵ月が経って、わたしの気持ちは苦しかった。誰にでも話せることではなく、真優になら胸の内を言えると思い、口にした。

「わたしね、ずっと黙っていたけど男性恐怖症なの」

「ど、どういうことっ？」

　静かなイタリアンレストラン内に響かないように真優は声を潜めて聞く。

「……中学の頃、帰宅時に後ろから男に抱きつかれたことがあるの。制服の上から胸を触られて以来、男の人と握手することもできなくなったの」

　わたしの告白に真優はひどく驚いている。

「そのことを希さんが知って、治そうって言ってくれたの」

「さすがお医者さまね。でも、咲乃を好きじゃなかったら、そんなことしてくれないわよね？　軽そうに見えるルックスで、誰彼かまわず付き合いそうな雰囲気だけど、実は硬派で自分から好きになった人じゃないと気にも留めないって尚樹さんが言っていたわ」

　一ヵ月付き合って、わたしも希さんの性格を理解し始めていた。だからこそ、傷つけてしまわないかと怖かった。

「真優の入院費の話を尚樹さんから聞いて、気になっていたと……」

　わたしは別れを切り出した出来事を真優に話した。それを聞いた真優は神妙な面持ちで身を乗り出す。

「絶対にもう一度会ったほうがいいよ。若先生のこと、嫌いじゃないんでしょ？　むしろ好きなんじゃないの？　きっと若先生とならトラウマも克服できると思うわ」

「よく考えてと、言われてから一ヵ月経つけど、まったく連絡もなくて。きっとわたしみたいな女なんてめんどくさいだけだと考え直したんだと思う」

「若先生の連絡を待っていたってことは……咲乃、早く自分の気持ちに気づいて！」

　わたしの気持ち……？

「咲乃、愛するって気持ちはとても素敵なことよ。毎日が満たされて、幸せで。咲乃にもそんな人生を送ってほしい。あ、ひとりの人生を否定しているわけじゃないからね。でも、今まで大変だったんだから、頼れる人を見つけて寄り添ってほしい。それが若先生だと思うわ」

　会いたい気持ちは好きだから？　彼を傷つけたくないと思うのは愛しているから？

　心の深いところではわかっていた。でも、真優の言葉に目を覚まさせられた。

「……真優、ありがとう。希さんはもうわたしに惹かれていないかもしれないけど、自分の気持ちをぶつけてみる」

　わたしの決心に真優はにっこり笑う。

「うん。咲乃、自分の気持ちに正直になって！」

　真優はわたしに希さんと向き合う勇気をくれた。






　ランチ後、麻布の家に真優を送り、代官山へ車を走らせた。希さんは仕事かもしれないけれど、連絡を取る気持ちが弱くならないように、彼のマンションの近くのパーキングに車を停めてスマホを取り出した。

　心臓はドキドキ暴れ始めている。

　落ち着いて……。

　呼吸を整えて、希さんの番号を出してタップする。呼び出し音が鳴ると、さらに鼓動が狂ったようになった。希さんは数回のコールで出た。

『咲乃ちゃん』

「……会いたいんです」

　どうやって話そうか、いろいろ考えていたのに、ようやく出せた言葉はそれだけ。胸が苦しくなってそれしか言えなかった。

『今どこにいる？』

「近くに……」

『うちに来られる？』

　希さんは自宅にいるようだ。ちゃんと話をするのだから、カフェよりは誰もいない場所のほうがいいだろう。

　わたしは「行きます」と返事をしてスマホを切った。そしてまだ治まらない鼓動を気にしないようにして希さんのマンションへ向かった。






「あがって」

　玄関のインターホンを押すまでもなく、希さんはドアを開けてそこに寄りかかるようにして待っていた。

　希さんの表情はなにを考えているのかわからない。

　わたしは小さく会釈して、ハイヒールを脱いだ。

　迷惑だと思っているかもしれない……そんな思いが頭によぎり、やっぱり帰ろうと思ったとき玄関のドアが閉まる音がした。

「咲乃ちゃん、ずっと待っていたよ」

　ハッとなって振り返ると、希さんが微笑んでいた。

「ずっと……待ってた……？」

「ああ。ずっとね。もう連絡がないのかもしれないと思いながら」

「希さん……」

「リビングへ行こう」

　わたしは戸惑いながら、希さんの言う通り先へ進む。ソファに座ったわたしの対面に希さんは腰を下ろした。

「わたし……」

　話したいのに緊張からか、言葉に詰まる。

「咲乃ちゃんは過去のトラウマから男が苦手だろう？　自分が納得した上でないと心を開けない。だから俺は待っていたんだ。そうは言っても、もうそろそろ待つのも限界に近づいていたけどね」

「希さん……」

「手は握れる？」

　彼の手を握るには近くへ行かなければできない。わたしは立ち上がると、希さんの隣へ行く。

　瞳は逸らすことができなかった。戸惑いながらも、ここへ来た理由をちゃんと話さなければならない。

　希さんが好きだから。

　わたしが隣に座ると、希さんは黙って手のひらを上にして差し出した。その手のひらにわたしは手を乗せる。

「希さんが好きです」

　いつもは希さんから手をギュッと握りしめてくれたけれど、今日はわたしから力を入れる。そして握りしめた手を自分の胸の辺りまで引き寄せた。

「あなたに迷惑をかけてしまうかもしれない……でも、一緒にいたいんです。こんな気持ちは初めてで……希さんにわたしが触れたい……」

「咲乃ちゃん……君の気持ちがわかって嬉しいよ。俺に迷惑をかけるとか気にせずに、トラウマと克服しよう。愛している。いつか君を俺のものにすると信じている」

　色素の薄い瞳が温かく見つめてくれる。わたしはコクッと頷いて、希さんの握っている手の指に唇を触れさせた。

「ありがとうございます。わたしも早く……希さんのものになりたいです」

「もう俺の元から逃げないで」

　わたしの胸元にあった手が引っ張られる。希さんはわたしの目を見つめながら、そっと手に口づけした。

　嫌ではなかった。胸がほんのり温かくなる感覚だ。

「……キス」

　わたしは出かかった言葉に戸惑う。

「えっ？」

　彼は首を傾げた。

「希さんに、キスしてほしいです」

　握られていないほうの手を彼の口元へ伸ばし、指を少し薄めの唇に触れた。その指がそっと掴まれる。

「震えてる。無理をしてほしくないが、俺も今、君の唇にキスしたい」

　そう言って希さんはわたしの唇にそっと唇を重ねた。そしてすぐに離れる。

「今日はここまでにしておこう。咲乃ちゃんの気持ちを知ることができただけで十分だ」

「これで十分……？　キスにもいろいろあると……」

　希さんは美麗な顔を緩ませる。

「無理をしないでいい。君を怖がらせたくないから今日はやめておく。これ以上部屋にいると箍たがが外れてしまいそうだから出かけようか」

　希さんはソファから立ち上がった。

　わたしが希さんに相応しいのか考えてしまうけれど、彼を思う気持ちを大切にしたい。彼の前では素直な自分でいよう。

「甘いものが食べたいです」

「俺もだよ。せめてスイーツを食べて甘いもので満たされたい」

「もうっ……待っててくださいね。克服しますから」

　そう言って笑顔を向けると、おでこにキスが落とされた。そして大丈夫？　というような瞳にぶつかる。

「もう一度お願いします」

　再び、希さんはおでこにキスをしてくれた。






　その日から三ヵ月が経ち、十一月になった。すっかり寒くなった。

　その間、わたしと希さんは頻繁に会い、長い時間を過ごすようになった。トラウマも消え去ったと思われるほど、ふいに触れられても恐怖心はなくなっていた。

　幸せな毎日で、仕事も順調。今はオフィスを代官山に移転する方向に進んでいる。






「――はい。ありがとうございました。これからもどうぞよろしくお願いいたします」

　わたしは福岡にある取引先のブティックの社長との電話を切った。

　そこへ彩菜さんが外出から戻ってきた。手に尚樹さんのコーヒーショップのペーパーバッグを持っている。

「咲乃さん、ご希望のホットミルクココアを買ってきましたよ！」

　彩菜さんがわたしのデスクに近づいて、飲み物のカップを差し出す。

「ありがとう」

　笑顔で受け取ったカップを両手で持つ。カップを通して温かさが手に広がる。

「すっかりミルクココア派になりましたよね」

　みんなが頼んだのはホットカフェラテらしい。

　コーヒーも飲むけれど、ミルクココアが癖になっていた。今日は特にミルクココアに頼りたい事がこれからあって、外出する彩菜さんに頼んでいた。

　今夜希さんを自宅に招いていた。

　実は今日、十一月十六日はわたしの誕生日。希さんには誕生日のことは伝えていない。

　誕生日をきっかけに新しい自分に生まれ変わりたくて、彼に食事に来てもらう計画を立てたのだ。

　きっと希さんは驚く。それどころか拒絶されるかもしれない。でもこの三ヵ月でわたしはずいぶん免疫ができたと思う。

　最高級の牛肉で誕生日を祝ってもらおう。上等な牛肉に見合った焼き方ができるかわからないけど。

　希さんとは二十時に約束していた。






「あとは、お肉を焼くだけね」

　二人掛けのテーブルの上にはカットしたバゲットとグリーンサラダ、カトラリーを用意済みだ。

「あ！　ワイングラス」

　キッチンへ戻り、赤ワイン用のグラスを両手に持って戻る。

　そこへインターホンが鳴った。その音に心臓がドクンと飛び跳ねた。






　黒のチェスターコートを着た希さんが部屋へ入ってくる。コートの下はカジュアルな白いセーターとデニム。その手にはピンク系でまとめられた大きな花束があった。

　花束を持ったまま軽くキスを落とした希さんにわたしは微笑みながら手を差し出す。

「素敵なお花、ありがとう」

「初めて部屋に招いてくれたからね」

「座ってください」

　わたしは椅子を引いて希さんに座ってもらう。

　男性が部屋に入ったのは初めてだ。父も来たことがない。娘に無関心というわけではなく、忙しいからだ。そしてわたしも誘わなかったから。

　ワンフロアは四十畳ほどあり、仕切られていないのでベッドもリビングもキッチンも丸見え。

「すごい部屋だね。ずっとここに？」

「はい。大学に入ってから」

「あの、わたしの父は希さんのマンションの設計者なんです」

「えっ？　そういえば、宮前ってどこかで聞いたことがあると。……宮前龍太郎りゅうたろう氏の娘さんだったのか」

　驚いた希さんは記憶を掘り返し、父の名前を思い出したよう。

「素晴らしい建築家だといろいろな人から聞いているよ」

「ここ一年ほとんど向こうにいたんですが、もうすぐ手がけたバリ島のホテルがオープンするんです」

「きっと素敵なホテルだろうね」

「はい。写真を見ましたが、とても。あ、お肉焼いてきますね」

　わたしはキッチンに向かった。

　希さんの焼き加減の好みはミディアムレア。わたしもそうだ。慎重にとっておきのお肉をミディアムレアに焼いて、テーブルに運ぶ。ステーキの付け合わせはにんじんのグラッセと少し甘く煮たじゃがいも。

「うまく焼けたかわからないけど……」

　そう言って希さんの前にステーキのお皿を置いた。

「すごく美味しそうだよ。いただきます」

　希さんは嬉しそうに笑って、まずクラムチャウダーを口にした。希さんはお料理を褒めてくれる。

　食事をしている最中は緊張がほぐれていったけれど、これから希さんにお願いすることを考えた途端、胸がドキドキしてきた。






　デザートは艶やかなコーティングが美しいチョコレートケーキ。

　希さんがケーキを食べ始めてから、わたしは勇気を出して口を開く。

「……希さん、実はわたし……今日で二十五歳なんです」

「えっ？　誕生日!?　教えてくれたら俺がちゃんと祝ったのに。プレゼントもない誕生日だなんて」

「プレゼントは……希さんに……わたしを愛してほしいんです」

　わたしは椅子から立ち上がり、驚きの表情を見せている希さんのところへ行く。

「咲乃ちゃん？」

　希さんは椅子から立ち上がり、わたしを見下ろす。

「誕生日を機会に大人になりたいんです」

　ちゃんとできるかは自信がない。でも希さんにならわたしを生まれ変わらせてくれる。もうトラウマは過去のものにしたい。

　鼓動は痛いくらいに暴れている。

「俺も咲乃ちゃんを愛したい」

　希さんはわたしの肩につくくらいの伸びた黒髪に触れる。それから引き寄せられ唇に優しいキスをした。

「大丈夫？」

　心配そうな瞳と目が合い、コクッと頷く。

「はい。希さんだから」

　わたしのほうから希さんの腰の辺りに腕を回した。彼はわたしをお姫さま抱っこして、クイーンサイズのベッドに連れて行く。

　ベッドに下ろされ、わたしたちは見つめ合う。そして希さんは再び唇にキスした。

　上唇や下唇を軽く吸われる。わたしの反応を確かめるようなキスだ。

　ちゅ、ちゅ、と希さんは唇を離れ喉元へ移動していく。首筋を吸い、舐め上げ、軽く歯があてられる。

　ブラウスからのぞく鎖骨にキスをして舌を這わせられると、初めて触れられる場所にわたしの身体がビクッと跳ねた。

「咲乃ちゃん？」

「これが感じるって、こと……？」

「嫌な気分じゃなければ」

　戸惑っているような希さんに、わたしは笑みを浮かべた。

「ぜんぜん嫌じゃない……もっと触れてほしくなるから」

　希さんは応えるように唇に熱いキスをしながら、ブラウスのボタンを外していく。彼のキスに夢中になっているうちに、ブラウスとスカートが脱がされ、ブラジャーとショーツ姿で横たわっていた。
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「美しい身体だ」

　そう言われて嬉しかった。彼は職業柄、いろいろな女性の身体を診ているから。

　希さんもニットを脱ぐ。筋肉がほどよく綺麗についた上半身だった。彼の引き締まった身体に触れたくなって指を腹筋に滑らせる。

　不安がまったくなくなったわけじゃない。でも希さんなら大丈夫。

　わたしは身体を起こし、後ろに手を回して自分からブラジャーを外した。彼の目に張り詰めた膨らみを晒した。

「自分と戦わないで。俺に身体をゆだねればいい」

　希さんは足の上にわたしを乗せた。わたしのほうが少し高くなって、胸の膨らみが彼の目線にある。

　片方の胸が大きな手に包まれ、親指の腹で乳首に撫でられた。

「ぁ……」

　ビリッと電気が身体に走ったような感覚に、小さく声が漏れる。

　拒絶の声ではないとわかった希さんは乳房を優しい手つきで揉み、指はさらに乳首を攻め立てる。そして片方の尖りを見せてきた先端を口に含み、飴のように舌で転がしたり突っついたりする。

「ん、ああぁ……」

　先ほどよりもっと強い甘美な刺激だった。

「咲乃ちゃんの……可愛い声をもっと聴かせて」

　乳房と赤く色づいた乳首を攻め立てられ、わたしは下腹部の疼きを覚えた。

「っ、あ……」

　シーツの上に倒され、希さんの手は胸から腹部を撫でて、疼きを覚えた下腹部へ伸ばされた。

　希さんの愛撫に頭の中は真っ白になり、わたしの中でなにかが変わっていく。もっとキスして、もっと触れて。そんな気持ちに襲われていた。

　ショーツが引き下ろされ、一糸まとわぬ姿になった。足が広げられ密かに濡れた下腹部が空気に触れた。そこへ希さんに指でそっと撫でられる。

「ぁん……」

　羞恥心で膝を閉じたくなる。足の力に気づいた希さんはわたしの顔を見る。

「無理はしていない？」

　わたしは首を左右に振る。

「恥ずかしいけど、大丈夫です」

　わたしたちは時間をかけて心を通わせたから。

　希さんは安心したように微笑み、唇を塞ぐ。濃厚なキスをしながら、彼の指は秘所を撫でる。襞に沿って動く指によって、クチュクチュと耳を塞ぎたくなるような音がしてくる。

「全身が真っ赤になってる」

　希さんの言葉がさらに煽り、両手で顔を隠したくなった。

　長い指で小さな蕾を摘ままれた。

「あああっ……」

　誇張していなかった蕾に希さんは口に含み舌で舐め上げる。そうされると腰の疼きは一層強くなり揺れる。

　そして蕾はさらに敏感になって、彼の舌で触れられるたびに身体がビクビクッとしなる。

「の……ぞみさん、わたし、おかしい……頭の中が真っ白になりそう」

　拒絶ではなく、快感が全身に走りそうな感覚にシーツをギュッと握る。

「大丈夫。君はただ俺に身をゆだねていればいい」

　指と舌で濡れた秘所を何度も愛撫する。

「っん、あ……あぁ……あああぁぁ……」

　甘い快感が全身を貫き、その感覚に息を呑む。弓なりになって、小刻みに震える身体。

　そのとき、濡れそぼった秘所に彼のモノがあてられた。

「痛いかもしれない」

「っ、ぁ……ううん、いいの。して……」

　蜜口にいきり勃ったモノが膣壁を擦るようにしてゆっくりと入ってくる。狭い膣いっぱいに彼を感じる。だけど、やはりそれは痛くて顔を顰めてしまう。

「ふ……ぁ……んんっ、っ……う……」

　言葉にならない痛みに襲われて、身体が逃げ腰になる。

「痛いんだね。息を止めないで。ちゃんと呼吸をするんだ」

　希さんは胸の先端にしゃぶりつくようにして舐め上げる。破瓜の痛みが少しずつ和らいでいく。

「あああっ……」

　静かに律動が始まり、徐々にわたしは彼を受け入れていくのがわかった。送り込まれる抽送が甘美な疼きをもたらし始める。

　彼を見る余裕が少しできてきた。目と目が合うと、希さんは微笑み、少し苦しそうな声を漏らした。

「咲乃ちゃんの、中……気持ちがよすぎる……」

　希さんは抽送しながら、余すところなく敏感になった胸や腹部に舌を這わせてわたしの快感を引き出していく。

　深いところを求められ、何度も突き上げられて、全身が燃えるように熱くなっていく。

　律動は激しくなり、ぬるんだ愛液をまとった指で花芽を撫でるように摘ままれた。

「ん……や、ぁあああっ……」
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　頭から足の先まで快楽の波に襲われ、わたしの身体が弓なりになった。身体が痺れるような感覚の中にいると、さらに希さんは抽送を速めた。

　そして――。

「う……くっ……」

　希さんはわたしから離れると、何枚も重ねたティッシュに熱をはき出した。

「ぁ……」

　わたしは大事なものを用意するのを忘れていたことに気づく。そんなわたしに熱を処理した希さんは苦笑いを浮かべる。

「避妊具なしはヤバいな。もう少しで君の中でイッてしまいそうだった」

「ごめんなさい……用意しておくべきだったのに……」

「咲乃ちゃんが？」

　希さんは笑いながら、わたしにキスをする。

「そんなこと、君にさせられない」

　そう言ってから横になって、わたしの首の下に腕を入れる。

「二十五歳おめでとう。生まれ変わったね」

　こめかみにそっと唇を落とされる。

「希さん……ん……希さんのおかげで新しい自分になれました」

「どんな咲乃ちゃんでも愛している。君が愛おしい」

「わたしも……大好きです」

　上半身を起こして彼を見つめる。幸せな気持ちに満たされたわたしは少し薄めの唇に唇を重ねた。






　二ヵ月後。

　順調に交際が続き、ほぼ毎日わたしたちは会っていた。

　そして嬉しい知らせが仕事中の夕方入ってきた。

　真優が男の子を出産したのだ。もちろん小鳥遊レディースクリニックで。赤ちゃんを取り上げたのは希さんではなく、菊池先生。

　分娩室に真優が入ったときに、希さんから連絡があり、わたしは仕事をしながら気になっていた。

　もう一度彼から連絡があったのは四時間後。

「赤ちゃんに会いたい。明日少しだけ顔を出すって真優に言っておいてね」

『ふ～ん。病院に来るのに俺には会わないんだ？』

「希さんはお仕事中でしょう？　それに毎日会っているし」

　からかわれているのはわかっている。電話の向こうで希さんの笑い声がする。

『厳しい彼女だ。伝えておくよ』

「あ！　おめでとうも言っておいてね」

　今日希さんは大学の恩師との食事会だから会えない。






　翌日の午後、花かごと真優の好きなケーキを手に小鳥遊レディースクリニックを訪れた。ここへ来るのは検査結果を聞きに来た日以来だ。

　五階に出産病棟と新生児室がある。

　ナースセンターに立ち寄り、面会の手続きをしてから真優の病室へ向かった。病室はすべて個室だと聞いている。

　病室のドアの横のプレートで名前を確認してノックすると、中から真優の声がした。

「咲乃！」

　ベッドの上に起きていた真優の笑顔で迎えられる。

「おめでとう。大変だったね」

「ううん。赤ちゃんの顔を見たら、痛みとか大変さとか、すっ飛んじゃった」

　そう言いつつも、ベッドから降りるとき痛みに顔を顰める真優だ。

「まあ、痛いことは痛いけどね」

　フフッと笑う真優はとても幸せそうだ。

　病室はとても明るく、ソファまである広さだ。聞くとすべての個室も同じ仕様だと真優は教えてくれる。

　少し話をしてから帰る前に新生児室へふたりで向かう。

　赤ちゃんは今夜から真優の元へ連れてこられ、新米ママとして世話をすることになるらしい。

　新生児室の窓から見ると、十人の赤ちゃんが二列に並んでいた。真優の赤ちゃんは手前の一番端でスヤスヤ眠っていた。

「うわっ……可愛い……」

　目を開けていなくても、とても可愛い赤ちゃんだ。

「さっきミルクあげたからぐっすりみたい」

　隣の赤ちゃんが大きな泣き声をあげているのに、真優の子はスヤスヤ気にせずに眠っている。

「咲乃」

　背後からの希さんの声に振り向く。希さんは真優に声をかける。

「真優さん、菊池先生が診察室に来てほしいって伝言」

「あ！　はい。じゃあ、咲乃。またね。来てくれてありがとう」

「退院して落ち着いたら連絡して」

　真優がちょっとぎこちない足取りで去っていく。

「お仕事、お疲れさまです」

　もうすぐ診察が始まる時間だ。午後の診察が始まる前に、入院患者の回診をする。

　白衣姿の希さんを見るのも久しぶり。両手をポケットに入れている。白衣を着ると男っぷりが上がっているように見えて、思わずクスッと笑ってしまう。

「ん？　なんで笑うの？」

「白衣の希さんは久しぶりだなって」

「いい男だろ？」

　希さんが顔を近づけて笑う。

「んー、つけあがらせちゃうから、それは言わないでおく」

　わたしはにっこり笑って、新生児室の窓へ顔を向ける。

「真優と尚樹さんの赤ちゃん、可愛いですね」

「ああ。尚樹に似ているかな」

　希さんも窓からふたりの赤ちゃんを見る。そのとき背後からふわりと希さんの腕が回った。こうされても平気になったわたしだ。でも希さん限定。

「咲乃」

「はい？」

　先ほどとは違う真面目な声色に、わたしは希さんを見上げる。

「俺もいつか咲乃に似た子供が欲しい」

　こめかみに希さんの唇が触れる。

「希さん……それって……」

「そう。プロポーズ。突然、プロポーズしたくなった。本気だよ。しかし、こんなところで我慢できずに言う俺って……」

　ロマンティックな場所でもないところで、プロポーズしてしまった自分に笑っている。

「希さん、ありがとうございます。嬉しいです」

　一生独身だと思っていたわたしがプロポーズされるなんて……。

「今日指輪を選びに行こう。それからホテルで食事を。そこで改めてプロポーズするよ」

　嬉しくて涙が出てきそうだった。

　言葉が出てこなくてコクッと頷くと、彼の腕の中で向きを変えて希さんに抱きついた。

「咲乃、愛している」

　希さんの声は凛と廊下に響いた。
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